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主な内容
◇ 「火の用心」電気配線からの火災に注意！ … 11 p
◇ 議会だより（第218回定例会） … 12 p 〜 20 p
◇ 【連載】消費生活センターだよりVol.19 … 21 p
◇ お元気ですか！保健コーナー … 22 p 〜 23 p
◇ むつ市情報ポケット … 24 p 〜 27 p

◇ ある日、どこかで・・・ … 28 p

◇【 特集】下北・むつ市企業連携協議会
主な取組のご紹介 … 2 p 〜  3 p

◇ 「市民の声」公表します！ ほか … 4 p 〜  5 p
◇ エイミーのヨモヤマ話 ほか … 6 p 〜  7 p
◇ 国民年金　ご存知ですか？ ほか … 8 p 〜  9 p

◇ ダンボールコンポスト モニター結果 … 10 p

『 今年の書きはじめ　気持ちを込めて！ 』
1 月 11 日（土）第 44 回むつ市かきぞめ大会（むつ地区）
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　「下北・むつ市企業連携協議会」（事務局・市産業政策課内）は、下北地域の新たな産

業振興や企業の技術力向上を促進し、地域内の雇用を確保することを目的に、平成 21年

11月 25日に設立しました。会員数は地元の企業や団体などを中心に77団体を数え、会

長はむつ市長が務めています。当協議会では、企業の技術力向上や地元高校生をはじめ

とした地域住民の就業機会確保などを目指し、さまざまな取組を行なっています。

　これまでの取組の一部をご紹介します。

　平成 24年 12月から平成 25年 8月まで行われた「第2種放射線取扱主任者受験

対策講習会」を受講した28名（うち高校生12名）が試験に挑み、見事 9名が合格し

ました。昨年、一昨年に続き、3年連続で現役高校生が合格するという快挙を達成し、

合格率 32.1％も全国平均30.1％を上回りました。

おめでとうございます！

合格者のみなさん 喜びの
と取り組み状況を紹介

◆総会の開催
　年間の事業計画や予算審議などの他、下北地域に立地、

建設中の原子力

関連施設の現状、

今後の見通しに

ついて、東京電力

㈱、東北電力㈱、

電源開発㈱、リサ

イクル燃料貯蔵

㈱各社から説明

を受けました。

◆要望活動

　防衛省関連の公

共工事、事務用品

等の地元受注が減

少していることか

ら、受注改善に向

けた取り組みを図

るべく、防衛省、

内閣府等に対し、

要望活動を実施しています。

〈詳しくは〉
市産業政策課内

 下北・むつ市企業連携協議会

 22-1111内線 2612

特集  下北・むつ市企業連携協議会
主な取組のご紹介

主な取組

◆講習会の開催
　企業の技術力向上と地域住民ならびに高校生の就業機

会確保を目的に第2種放射線取扱主任者受験対策講習会

を実施し、31名（うち高校生14名）に受講いただきました。

第 2種放射線取扱主任者試験 講習会受講生 9名が合格！
むつ工生３名も見事合格！

声

第2種放射線取扱主任者試験合格者

長濱　徹哉 さん

感想：以前、受験に失敗しリベンジを誓い、福島原発の事

故以降、再び受験する気が高まり受講しました。一人で勉

強してたら途中で投げ出していたかもしれませんが、先生

の面白い話と分かりやすい説明、みなさんの頑張る姿を毎

月見ることで合格することができました。

取組：前半は教科書に引いたアンダーラインをノートに書き

写して、ノートを何回も読んでいましたが、講義のたびに

量が多くなって効率的でなくなったので、後半は原子力安

全技術センターのホームページから過去問題を印刷し、詳

しい解答を書き込みました。間違った箇所は教科書に戻っ

て再確認するようにしました。

 

小林 　悟 さん

感想：定年退職に伴い就職活動を行なっていましたが、な

かなか見つからず、今、下北で必要とされている資格は

「これだ！」と思い受講しました。今後は、放射線関係の

仕事に就きたいです。

取組：テキストが終わってからは、１時間以上時間がある

時は、過去問題を均等に勉強し、時間が少ない時は、手

帳に書き写した必要なところを読んでいました。

 

秋元 文弥 さん

感想：震災で放射線に興味を持ち、受講しました。最初は何

を勉強しているかもわからない状態でしたが、内野先生の

機知に富んだお話はとても楽しく、毎月の講習会が楽しみ

でした。これからは、第1種の取得も目指し、下北のため

に活かせればと思っています。

取組：毎日続けることを心掛けて平日は最低1時間、休日は

図書館の開館から閉館まで勉強しました。計算問題がわか

らず、解けるようになったのは、試験の1週間前でした。

 

田中 千尋 さん

感想： この資格を就職に活かしたいと思い受講しました。講

習内容は大変わかりやすく、意欲的に取り組むことができ

ました。正式に資格を取得した後、就職に活かしたいと考

えています。

取組：過去問題を徹底的にやり、わからないところは、わか

るまでテキストを読みました。

 

小向 和真 さん　むつ工業高校電気科 3年

感想：以前から原子力に興味があったので、挑戦してみたい

と思い受講しました。合格したと知って非常に驚きました。

講師の先生、関係者の方には、本当に感謝しています。就

職が内定しているので、今後は、職場でこの資格を活かし

ていけるように頑張りたいです。

取組：テキストの中で大事だと思ったことをノートにまとめ、

試験の直前には、問題と合わせて勉強しました。

須藤 凌馬 さん　むつ工業高校設備・エネルギー科 2年

感想：就職に有利になるようにたくさんの資格を取得しよう

と思い受講しました。講習会では、大切なことを中心に教

えていただけるので、とてもためになりました。何か月も

前から講習を受け、コツコツ勉強した成果が実り、とても

嬉しかったです。この資格を活かせる職業に就き、会社に

貢献できるよう頑張りたいと思います。

取組： 教材を一通り読んだ後、過去問題を10年分くらい解

きました。

山田 侑季 さん　

むつ工業高校設備・エネルギー科 2年

感想：高校入学前から市政だよりでこの資格に

興味を持ち、講習会に参加しました。講師の先生

が楽しくてとてもわかりやすく教えてくださり、

合格につながりました。とても難しくて自信があ

りませんでしたが、結果を知ってとても驚き、安

心しました。今回の試験合格で自分に自信が持て

るようになったと思います。

取組： 試験直前の夏休みを利用し、過去の問題

を繰り返し解きました。

２０１４年２月１０日号２０１４年２月１０日号

今回合格されたみなさん（前列）

講習会の様子

防衛省へ要望

総会の様子

合格者に顕彰状を授与

→
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　市では、市民のみなさま（団体を除く）からいただいたご意見やご要望等の

うち、氏名が明記され、回答を希望されたもので、かつ、特定の個人を誹謗、

中傷しているものや公序良俗に反するものなどを除いたものについて、その

内容を市政だよりやホームページで公表しています。

　11月・12月は、36 件のご意見などをいただいています。そのうち上記に

該当する3件を公表します。

～「市民の声」公表します！～11・12 月分
〈問合せ先〉

市秘書広聴課広報広聴担当

( 22-1111内線 2155
川内庁舎管理課　 ( 42-2111
大畑庁舎管理課　 ( 34-2111
脇野沢庁舎管理課 ( 44-2111

釜臥山展望台について

【要望】

　11 月 4 日に釜臥山展望台に向かいましたが、冬季閉鎖

のため、パノラマライン入り口の門が閉まっていました。

　もっと手前から看板等で、「何月何日から冬季のため封

鎖します！」などと表示すべきだと思います。かなりの観

光客がＵーターンしていました。もう少し気配りがあれ

ば良いと思います。

【回答】　担当：商工観光課

　この度はご迷惑をおかけし、大変申し訳ございません

でした。  　

　「釜臥山展望台」および「かまふせパノラマライン」は、

利用者の安全を確保するため、毎年 11 月 3 日をもって閉

鎖しています。  　

　このことについては、毎年春に、市政だより、ラジオ、

ホームページ等によりお知らせしていますが、今後は、

通行可能期間について、秋にも広報することとします。

　冬季の封鎖をお

知らせする看板の

設置については、

道路管理者である

県との協議が必要

となりますが、設

置に向けて検討し

ます。

下水道工事について

【意見】

　冬場になると、午前 7 時半頃から午後 5 時過ぎまで工

事をしています。

　許可があるにしても約 10 時間も工事され、工事車両の

騒音がひどく、警察に 2 度ほど注意してもらいましたが、

変わりません。何とかならないでしょうか？

【回答】　担当：下水道課

　工事中の騒音については、現場周辺のみなさまに、大

変ご迷惑をお掛けしています。

　工事時間帯および工事車両については、施工業者に対

し注意・指導していきます。

　また、住宅地周辺においては、低騒音機械の使用等に

よる騒音対策に努めていきます。

職員の出勤時間について

【意見】

　午前 8 時 29 分、職員が出勤中なのを見かけましたが、

8 時 30 分に間に合うでしょうか？

【回答】　担当：総務課

　当市の就業規程では、一部の業務を除き、午前 8 時 30

分から午後 5 時 15 分までが就業時間となっており、8 時

30 分には来庁されたお客様に対し、業務および行政サー

ビスの提供を行わなければなりません。ご指摘のありま

したように、交通事情等により遅刻する職員もいます。

　本来であれば、あらゆる状況も予測して登庁しなけれ

ばなりませんが、やむを得ない場合は、時間単位の休暇

取得として対応しています。

　また、このような事例が度重なる場合、市民の信頼を

損ねると判断される行為等については、懲戒処分の対象

となります。

　一方、一部の業務では、勤務時間が午前 9 時からとな

る非常勤職員や、保育所の早番勤務の職員および図書館

等出先機関の職員が、出勤後に本庁舎に移動し、所用を

こなすといった場合もあります。

　また、育児休業などの取得により、8 時 30 分からの勤

務ではない職員もいます。

　行政サービスを提供する側として、時間を守ることは

当然の義務であり、今回のご指摘を真摯に受け止め、改

めて、職員に対し、適切に対応するよう注意喚起してい

きます。→

２０１４年２月１０日号２０１４年２月１０日号

市税における延滞金等の割合が改正されました！

〈詳しくは〉収納担当

　本年1月１日から、国税における延滞金等の割合の見直しに合わせ、市税における延滞金および還付加算金の割合

が次のとおり見直されました。

〈延滞金の割合〉

　特例基準割合に年 7.3％を加算した割合とします。

　（納期限の翌日から 1 か月を経過する日までの期間については、特例基準割合に年 1％を加算した割合）

〈還付加算金の割合〉　特例基準割合とします。

〈問合せ先一覧〉
市税務課　(22-1111
　市民税担当　　 内線2212〜2215

　固定資産税担当 内線2222〜2225

　納税管理担当　 内線2252・2253

　収納担当　　　 内線2232〜2236

川内庁舎管理課　　(42-2111
大畑庁舎管理課　　(34-2111
脇野沢庁舎管理課　(44-2111

暮らしに役立つ

          税 情 報

　《特例基準割合の定義》

改正前 改正後
各年の前年の 11 月 30 日を経過する時における
商業手形の基準割引率に、年 4％を加算した割合

各年の前々年 10 月から前年 9 月までにおける国
内銀行の新規の短期貸出約定平均金利の平均割
合に、年 1％を加算した割合

　《改正前との比較》 改正前 改正後

本則
改正前の特例
(注 1）

改正前の基準
による平成 25
年中の割合

改正後の特例
（注1）

改正後の基準に
よる平成 26 年
中の割合（注 2）

延滞金
（納期限1か月経過後）

14.6％ なし 14.6％
特例基準割合
＋7.3％

9.2％

延滞金
（納期限1か月以内）

7.3％ 特例基準割合 4.3％
特例基準割合
＋1％

2.9％

還付加算金 7.3％ 特例基準割合 4.3％ 特例基準割合 1.9％

　　　（注 1）　特例の割合が本則の割合を超える場合は、本則の割合とします。

　　　（注 2）　特例基準割合を、「平成 26 年中における国内銀行の新規の短期貸出約定平均金利 (0.9％ )

　　　　　　  ＋ 1％＝ 1.9％」として算出しています。

　軽自動車税は毎年 4月1日現在の所有者に課税されますが、4月1

日までに手続きが完了されないと、所有していないにもかかわらず課

税されたり、所有者が変わったにもかかわらず前の所有者に課税され

ます。なお、3月になりますと窓口の混雑が予想されますので、手続

きはお早めにお願いします。

◆原付自転車・小型特殊自動車 … 市民税担当

 　・手続きには、印鑑とナンバープレート（廃車の場合）が必要です。

 　・ナンバープレートを紛失した場合はお問い合わせください。

◆上記以外の軽自動車 …下北自動車協会（むつ車検場）(22-2550

軽自動車（原付自転車・自動二輪・軽四輪車等）の
異動手続きはお済みですか？

　詳細は、「むつ市民便利帳」76ページ「軽自動車税」をご

覧いただくかお問い合わせください。

〈詳しくは〉市民税担当
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バレンタイン ･デー

たは大人のカードの場合は恋人という意味で使います。

　中学生のときは、特にルールがなく、彼氏もいなかったの

で、友達にチョコやキャンディーを配ったり、もらったりし

ていました。中学校のときのカードは両親やおばあさん、お

じいさんからもらうだけでした。または中学校の生徒会の活

動で、菊の花1本を＄１で買い、恋人や友達に送ることがで

き、6時間目の途中に生徒会の人が教室まで持ってくること

になっていました。

　日本と似ているところと言えば、アメリカではバレンタイ

ン・デーに告白する人やプロポーズする人が１年で一番多い

日だそうです。私も実は6年前のバレンタイン・デーにブラ

ウニー（チョコレート･ケーキ）を渡し今の夫に告白しまし

た。日本のバレンタイン・

デーやホワイト・デーも

楽しくて、毎年、職場や

友達にチョコを配り、ホ

ワイト・デーにお返しを

もらうのが楽しみなので

すが、アメリカ人なので、

内心バレンタイン・デー

に何ももらわないのが少

し寂しいです。

　今年は季節にあった文化の違いを紹介しようと思っていま

すので、今月はさっそくバレンタイン･デーについて紹介し

ます。知っている人も多いかと思いますが、アメリカと日本

のバレンタイン・デーはかなり違います。

　日本では女性が男性にチョコを贈りますが、アメリカでは

男性が女性にあげるのが一般的です。チョコを贈る人もいま

すが、花やカードを贈ることのほうが多いです。またはお洒

落なレストランを予約し、ロマンティックなディナーを食べ

るカップルがたくさんいて、バレンタイン・デーはレストラ

ンが非常に混みます。また、バレンタイン・メニューという

特別なセット・メニューを出すレストランも少なくないです。

女性からもカードやプレゼント（ネクタイ､財布など）をバレ

ンタイン・デーにあげるので、日本のホワイト・デーのよう

なものはありません。

　バレンタイン・デーに小学生は「バレンタイン」という名の

小さなカードをクラスメイト全員に配ることが一般的です。

１つの箱に名刺サイズのカードが 30枚ほど入っていて、1

箱を買えばクラス全員分があります。1月中旬になれば、スー

パーやデパートに＄5（約 500円）ぐらいで売っていて、子ど

もに人気のキャラクターやシール付き、キャンディー付きの

カードもあり、一箱に4種類ほどのデザインが入っています。

学校によって違いますが、私が1年生のときは全員に配るの

が強制でした。2年生のときからは「配らなくてもいいけど、

何かを配る場合は全員分」というルールがありました。一つ

ももらえない人が寂しい思いをしないためのルールです。私

は6年生まで毎年配りましたが、他に配った子はクラスの3

分の1ぐらいでした。カードにはFrom your Valentine や Be 

My Valentine と書いてありますが、Valentine は特別な人、ま

Amy 's  Essay
～エイミーのヨモヤマ話～

国際交流推進員 山道エイミー
・・

中央公民館勤務 市社会教育指導員募集

〈問合せ・申込先〉
〒035-0085 むつ市大湊浜町13-1市中央公民館 24-1224

〈応募資格〉 次のいずれかに該当する方

・社会教育主事の資格または社会教育主事の経験があ

る方

・教員免許をお持ちでかつ学校教育の経験がある方

・社会教育関係団体の指導者としての経験または社会

教育に関する学識経験を有すると認められる方

・そのほか社会教育に関する学識経験を有すると認め

られる方

〈業務内容〉

社会教育の特定分野についての指導および学習相談、

社会教育団体の育成その他社会教育の振興に必要な事

項の指導および助言

〈募集人数〉 2名

〈選考方法〉 第一次選考…書類審査　第二次選考…面接

〈必要書類〉

・応募申込書（履歴書）　※指定の様式に自筆

・社会教育主事または教員免許状の写し

〈応募申込書配布場所〉 

市中央公民館、本庁舎総合案内、各庁舎管理課、各公

民館

※郵便で請求する場合は、返信用封筒（長3封筒に80

円切手を貼付、宛名を明記）を同封のうえ、ご請求く

ださい。

〈申込受付期間〉 2月 20日（木）～3月6日（木）（消印有効）

午前9時～午後5時

※封筒表面に「社会教育指導員応募」と朱書きしてください。

２０１４年２月１０日号２０１４年２月１０日号

平成 26年度 一部事務組合下北医療センター

看護師等修学資金貸与制度希望者募集

〈対象〉

看護師または助産師免許取得後、むつ総合病院でその

業務に従事しようとする方で、平成 26年 4月より看

護師または助産師学校、大学等の養成施設に入学され

る方

〈選考基準〉

申請書類により志望動機、家族構成、経済状況 等を総

合的に判断し決定

〈貸与期間〉

平成 26年 4月 1日～貸与される方が在学する養成施

設の正規の修学期間

〈貸 与 額〉 月額 50,000円

〈募集人員〉 20名（予定）

〈募集期間〉 4 月 1日（火）～5月12日（月）

〈提出書類〉

　・修学資金貸与申請書

　・看護師等養成施設の在学証明書

　募集要項および申請書類は、むつ総合病院総務課で

配付しています。

　詳細についてはお問い合わせください。

　一部事務組合下北医療センターでは、看護師および助産師の充足を図ることを目的として、将来「むつ総合病院」で

看護師または助産師としてその業務に従事しようとする方で、平成 26年 4月から養成施設に入学する方を対象に、修

学に必要な資金を貸与する制度を実施します。

〈問合せ・申込先〉
〒035-8601むつ市小川町1-2-8

むつ総合病院総務課人事係 22-2111内線 3873

むつ総合病院 平成 26 年度 臨時職員登録者募集

〈臨時看護助手の主な業務〉

医療機器の洗浄・滅菌、病棟のシーツ交換、

患者の食事介助・入浴介助、看護師の補助業務

〈臨時事務補助の主な業務〉事務の補助業務

〈申込受付時間〉 午前8時 30分～午後5時 

　※土曜・日曜・祝日および正午～午後1時を除く 

〈申込方法〉 

病院指定の履歴書（総務課人事係で配付）を本人持参ま

たは郵送

〈任用方法〉 

書類選考で選ばれた方に対し、面接試験を実施します。

なお、一度登録されますと、当該年度末まで臨時職員

希望者として登録されます。

※今年度中に登録された方で、平成 26年度も引き続き登録

を希望される方は再度登録していただく必要があります。

〈勤務条件〉 

・資格、免許等の有無は問いません。

・必要に応じ、早出、遅出、休日等時間外勤務をして

いただく場合があります。

　その他詳細についてはお問い合わせください。 

〈問合せ・申込先〉
〒035-8601むつ市小川町1-2-8

むつ総合病院総務課人事係

 22-2111内線 3221

職　　種 勤務時間 賃金日額 主な休日

臨時事務補助 8:15～ 17:00 日額 5,611円 土曜・日曜・祝日

臨時看護助手
8:30～ 17:15（病　棟）
8:15～ 17:00（外来等）

日額6,913円 所属長の指定する日
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〈
意
見
募
集
期
間
〉

２
月
10
日（
月
）

～
３
月
５
日（
水
）

〈
計
画（
案
）縦
覧
場
所
〉

市
健
康
推
進
課
、
各
庁
舎
管

理
課
、
市
立
図
書
館
、
市
中

央
公
民
館
、
む
つ
来
さ
ま
い
館

計
画
（
案
）は
縦
覧
の
ほ
か
、

希
望
さ
れ
る
方
に
は
配
布
ま

た
は
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〈
意
見
を
提
出
で
き
る
方
〉

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の「
む
つ
市
保
健
計
画（
健
康
む
つ
21
）」の
計
画
期
間

満
了
に
伴
い
、「
む
つ
市
健
康
増
進
計
画（
健
康
む
つ
21 

第
２
次
計
画
）」(

案
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
や
評
価
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主

体
的
に
取
り
組
む
健
康
づ
く
り
と
健
康
寿
命
の
延
伸
」を
全
体
目
標
に
掲

げ
、
健
や
か
な
子
育
て
支
援
や
食
育
活
動
の
推
進
、
肥
満
予
防
対
策
や
た

ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル
対
策
、
ま
た
、
若
い
世
代
か
ら
の
健
康
意
識
の
向
上
な

ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
活
習
慣
の
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
生
涯

を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
む
つ
市
健
康
増
進
計
画（
健
康
む
つ
21 

第
２
次
計
画
）」（
案
）に
対
し
て
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

→
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制

度
」】

〈
そ
の
他
〉

・
電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の

ご
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は

計
画
策
定
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
募
集
期
間
終
了

後
、
ご
意
見
に
対
す
る
考
え

方
と
と
も
に
、
整
理
し
た
う

え
で
公
表
し
ま
す
。

・
個
々
の
ご
意
見
に
は
直
接
回
答

し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

や
市
内
に
事
業
所
の
あ
る
団
体
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
案
件
に
関
係

の
あ
る
方（
市
内
外
を
問
い
ま
せ
ん
）

〈
提
出
方
法
〉

指
定
の
様
式
に
よ
り
、
市
健
康
推

進
課
へ
電
子
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

様
式
は
縦
覧
場
所
で
配
布
す
る
ほ

か
、
希
望
さ
れ
る
方
に
は
郵
送
し

ま
す
。
ま
た
、
様
式
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

〈
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法
〉

【
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
画
面

「
市
民
協
働
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
」

〈
問
合
せ
・
応
募
先
〉

〒
０
３
５

−

８
６
８
６

む
つ
市
中
央
１

−

８

−

１

市
健
康
推
進
課
母
子
保
健
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
７
１

   
22

−

５
０
４
４

+ m
t-kenkou@

city.m
utsu.lg.jp

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

: http://w
w
w
.city.m

utsu.lg.jp/

『
む
つ
市
健
康
増
進
計
画（
健
康
む
つ
21 

第
２
次
計
画
）』（
案
）

　
　
　
　
　
　
　 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

～
み
な
さ
ま
か
ら
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
～

国
民
年
金
　
ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
　
２
年
前
納
・
学
生
納
付
特
例
制
度 

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
年
金
事
務
所(

22

−

２
２
７
８

市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
４
２

　

各
庁
舎
市
民
福
祉
課

川
内
庁
舎
　  

(
42

−

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
　  

(
34

−

２
１
１
１

脇
野
沢
庁
舎
(
44

−

２
１
１
１

　
こ
れ
ま
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

口
座
振
替
で
１
年
（
12
か
月
）分
を
一
括
で
納
め
る
１
年

前
納
が
最
大
の
割
引
を
受
け
ら
れ
る
方
法
で
し
た
。（
平

成
25
年
度
で
は
年
間
３
千
７
８
０
円
の
割
引
）

　
平
成
26
年
４
月
末
の
振
替
分
か
ら
、
割
引
額
の
よ
り

大
き
な
２
年
前
納
が
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

〈
２
年
前
納
の
特
徴
〉

①
２
年
（
24
か
月
）分
を
一
括
で
納
付
す
る
こ
と
で
、

２
年
間
で
１
万
４
千
円
程
度
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

（
平
成
25
年
度
保
険
料
を
も
と
に
し
た
見
込
額
）

②
口
座
振
替
を
ご
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
め
忘

れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
２
年
前
納
は
口
座
振
替
の
み
ご
利
用
が
可
能
で
、
預

貯
金
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
（
郵
便
局
含
む
）の
窓

口
、
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
お

申
し
込
み
期
限
は
毎
年
２
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
の
保
険
料
額
お
よ
び
前
納
に
よ
る
割
引
額

に
つ
い
て
は
、
２
月
下
旬
に
決
定
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
む
つ
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
学
生
納
付
特
例
と
は
、
所
得
の
少
な
い
学
生
が
申
請

し
、
承
認
さ
れ
る
こ
と
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
（
先
送
り
）さ
れ
、
保
険
料
の
未
納
期
間
を
生
じ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
す
で
に
申
請
を
済
ま
せ
承
認
さ
れ
た
方
で
、
引
き
続

き
平
成
26
年
度
も
在
学
予
定
の
場
合
に
は
日
本
年
金
機

構
か
ら
３
月
下
旬
に
ハ
ガ
キ
（
更
新
申
請
書
）が
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
毎
年
度
、
更
新
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
ハ
ガ

キ
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
返
送
す
る
こ
と
で
平

成
26
年
度
分
（
平
成
26
年
4
月
分
～
平
成
27
年
3
月
分
）

の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ハ
ガ
キ
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
ま
た
は
新
規
に
平
成
26

年
度
分
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
４
月
以
降
に
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
の
も
の
を
ご
用
意
の
う
え
、

市
国
保
年
金
課
で
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
◆ 

口
座
振
替
に
よ
る

　
　
　
　
　「
２
年
前
納
」が
始
ま
り
ま
す
！

　
◆ 『
学
生
納
付
特
例
制
度
』の

　
　
　
　
更
新
申
請
を
お
忘
れ
な
く

〈
持
参
す
る
も
の
〉

◎
学
生
証
の
写
し

ま
た
は
新
年

度
（
４
月
１
日
以

降
）
発
行
の
在

学
証
明
書

◎
印
鑑
（
認
印
可
、

ゴ
ム
印
は
不
可
）

《 ポスターの部 》

　　特選　　　　　　　　　　　準特選

　この表彰は、県下全沿岸域を対象に小・中学生から「海の環境保全」の必要性を訴える作品（図画、ポスター、標語、作文）

を募集し、優秀作品に選ばれた方を表彰するもので、今回は 36校、589 作品の応募があり、47作品が受賞しました。

　市内では標語の部、ポスターの部で計18名が受賞されました。表彰を受けられたみなさま、このたびの受賞、誠に

おめでとうございます。市内の全受賞者の作品は市役所本庁舎商工観光課前に2月末日まで掲示します！

第41回「海をきれいにする運動」優秀作品表彰
市内18名が受賞！

《 標語の部 》

準特選　ポイ捨てをしない心とさせない勇気

                     　川内小学校 6 年　納谷 優助

　　　　「ダメだよ」と止める勇気が海守る

                     　大畑中学校 1 年　釜田 涼花

佳作　　「捨てないで」環境守る合い言葉

               　　　脇野沢小学校 5 年　木下 美羽

　　　　落ちてても見てないふりが海汚す

　　                  大畑中学校 1 年　岩崎 夏季

〈詳しくは〉
市農林水産課水産担当

(22-1111内線 2633

大平小学校 ３年
 小林 大悟

奥内小学校 ６年
 立石 愛海

大平中学校 ２年
米内 春花

川内小学校 ５年
 野里 史織

佳作

　大平中学校 １年 外﨑 詠子

　大平中学校 １年 北田 唯乃

　大平中学校 ２年 吉丸 翔也

　大平中学校 ３年 鈴木 優花

　川内小学校 ５年 村口 春樹	

川内小学校 ２年 石倉 康多

川内小学校 ５年 高橋 来夢

川内小学校 ５年 喜田 桜矢

川内小学校 ５年 杉山 琴美

大平小学校 ５年 高草木 結翔



( 1 0 )( 1 1 ) ２０１４年２月１０日号２０１４年２月１０日号

家庭の生ごみを手軽に減量 堆肥として活用

ダンボールコンポスト モニター結果

　市では、ごみの減量化・資源化を図るため、家庭から出る生ごみを手軽に減量し、新たな資源（堆肥）として活用で

きる『ダンボールコンポスト』の取組を進めています。

　今年度は、ダンボールコンポストの取組を報告していただくモニターを講習会等で募集し、66人の方々にご協力いた

だきました。モニターのみなさまの結果をご紹介しますので、これからはじめようという方はぜひ参考にしてください。

　現在もモニターは募集中ですので、興味のある方は廃棄物対策課までご連絡ください！　

　町内会や各種団体への出前講座も行なっています！

〈主な感想〉

・ダンボールコンポストを始めてから、もえるごみをほとんど出さなくなった。

・手間はかかるが、その分愛着がわいた。

・お金をかけずにごみの処理ができたし、肥料もできた。

・半信半疑で始めたが、本当にごみが減り、肥料もできてびっくりした。

・間口の広いダンボール箱がかき混ぜやすくやりやすかった。

・外出することが多く毎日のかき混ぜが大変だった。

・しっかりしたダンボール箱を選ばないとふやけてきて大変だった。

・虫が発生したが、温度管理することでいなくなった。

・冬期間は温度管理が難しくできなそう。　　　　　

・かき混ぜる際、基材がパサつき粉が舞っていたが、水分を加えたら良くなった。

〈問合せ・申込先〉
市環境政策課廃棄物対策担当 

22-1111内線 2462

〈アンケート結果〉

① 住宅の形態は？
一戸建て アパート その他

91％ 6％ 3％

② 応募理由は？
堆肥を作ってみたい 生ごみを有効に活用したい 生ごみが減量できるか試したい その他

36％ 31％ 22％ 11％

③ 試した期間は？
1か月 ２か月 ３ヶ月 その他

15％ 15％ 58％ 12％

④ 置き場所は？
物置小屋 玄関・風除室 車庫 ベランダ 台所 その他

30％ 24％ 16％ 3％ 3％ 24％

⑤投入した 生ごみの量は？
10㎏未満 10㎏～20㎏ 21㎏～ 30㎏ 31㎏～ 40㎏ 41㎏～50㎏ その他

34％ 33％ 15％ 12％ 3％ 3％

⑥もえるごみの量は？
かなり減った 少し減った 変化なし その他

34％ 33％ 30％ 3％

⑦困ったことは？
温度管理 臭い 虫の発生 なし その他

35％ 20％ 10％ 12％ 23％

⑥ 今後は？
継続したい どちらとも言えない やりたくない

46％ 42％ 12％

「火の用心」電気配線からの火災に注意！　

　意外なことに、直接火を使わない電気器具からの火災は、全国で年間2,219 件発生しており、放火、タバコ、こんろ

等に続いて、火災原因の中でも上位を占めています。そのうち電気配線からの出火は1,297 件となっており、電気器具

からの火災原因の半数以上を占めています。（平成 25年版消防白書）

　では、電気配線からの火災を防ぐためにはどうしたら良いのでしょうか？

〈問合せ先〉
むつ消防署　　 22-1680
川内消防分署 　42-3215
脇野沢消防分署 44-2020
大畑消防署 　　34-2233
大湊消防署 　　24-2091

◆コンセントの差し込み口に注意

コンセントの差し込み口が、きちんと差し込まれていない状態に、ホコリが付い

て湿気を含むと、ショートを起こして火災になることがあります。

　①コンセントのプラグがきちんと差し込まれているか？

　②ホコリが付いていないか？

特に普段目につかない、隠れているコンセントに注意してください。

◆タコ足配線に注意

家庭の中には電気製品がたくさんあります。どうしてもタコ足配線になりがち

です。やむを得ずテーブルタップ等で配線をする場合は、次のことに注意して

ください。

①一か所のコンセント差し込み口に集中して配線せずに、なるべく分散して配

線するようにしましょう。

②時々テーブルタップを確認して下さい。タップ本体が熱くなっていたら、危

険信号です。

◆電気配線に注意

電気配線の中が傷つくと、熱を持ったりショートしたりして、火災になることが

あります。

　①電気配線を重い物で踏みつけていませんか？

　②電気配線を束ねていませんか？

束ねると、中の配線が傷ついてしまったり、熱を持つ場合があります。

☆掲載枠数 …  7 枠　　☆掲載場所 …  トップページ右側
☆掲載料金 … 10,000円 (月の初日から末日までの1か月 )
☆申込方法 … 掲載希望月の前月の10日までに「むつ市公式ホームページ広告掲載申込書」に記載のうえ、広告データ
   を添えてお申し込みください。　※詳しくは市ホームページのバナー広告募集のページをご覧ください。

◆コチラです！ →
むつ市役所 検索

〈詳しくは〉市秘書広聴課広報広聴担当22-1111内線2152　市ホームページ http://www.city.mutsu.lg.jp/

約45,000アクセス

市ホームページ バナー広告募集中！
市公式ホームページ  月平均アクセス数（平成25年 1月～12月）
※バナー広告のアクセス数を保証するものではありません。

市政だよりに広告を掲載しませんか？

☆下１段（縦 5.2cm×横18.1cm） ………31,500円

☆下１段の1/2（縦 5.2cm×横 9.0cm）…15,750円

有料広告募集中！

〈詳しくは〉市秘書広聴課広報広聴担当 22-1111内線 2152

むつ市月間ごみ総排出量

平成25年 12月分　市環境政策課調べ

12月の値 （前年同月比）【参考】一人一日

あたりの排出量総排出量 … 2,297 t （+109）

資源ごみ回収量 … 183 t （-42t） H23全国平均

資源ごみ回収割合 … 8.0 % （-2.3%） 975 g/ 日

市民一人一日
あたりの排出量

… 1,187 g/ 日（+71g/日）
H23青森県平均

1,038 g/ 日

目指せ ごみ減量
　資源回収に

ご協力を！
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むつ市議会だより － 第 218 回定例会 －

　
む
つ
市
議
会
第
２
１
８
回
定
例
会
が
、
去
る
11
月
27
日
か
ら

12
月
20
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
75
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
が
、
２
議
案
が

撤
回
と
な
り
、
73
議
案
の
審
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
第
２
１
７
回
定
例
会
に
お
い
て
、
懲
罰
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
横
垣
成
年
議
員
に
対
す
る
懲
罰
動
議
に
つ

い
て
は
、
審
査
の
結
果
、
公
開
の
議
場
に
お
け
る
戒
告
の
懲
罰

を
科
す
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
２
１
８
回
定
例
会
に
お
い
て
、
懲
罰
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
横
垣
成
年
議
員
に
対
す
る
懲
罰
動
議
に
つ

い
て
は
、
審
査
の
結
果
、
一
定
期
間
の
出
席
停
止
の
懲
罰
を
科

す
こ
と
と
し
、
そ
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
１
日
と
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

の
ど
の
事
業
に
充
当
す
る
予
定
な
の
か

と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

現
在
来
年
度
の
予
算
編
成
中
の
た
め

充
当
す
る
事
業
は
決
め
て
い
な
い
が
、

過
疎
債
や
合
併
特
例
債
等
以
外
の
財

源
措
置
が
な
い
起
債
対
象
事
業
に
充

当
し
て
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
り
た
い

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
74
号
　
む
つ
市
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
地
方
税
法

等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
個
人
市
民

税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制

度
の
見
直
し
な
ら
び
に
公
社
債
等
お

よ
び
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に

対
す
る
課
税
の
範
囲
に
つ
い
て
改
正

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
上
場
株

式
等
に
係
る
配
当
所
得
や
特
定
公
社

債
等
の
利
子
お
よ
び
譲
渡
所
得
に
つ

い
て
、
納
税
者
は
負
担
増
と
な
る
の
か

と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

公
社
債
等
に
つ
い
て
は
非
課
税
か
ら

課
税
対
象
と
な
っ
た
が
、
損
益
通
算
の

可
能
範
囲
も
拡
大
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
一
概
に
税
の
負
担
増
に
は
な
ら
な

い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
76
号
　
特
別
災
害

に
よ
る
被
害
者
に
対
す
る
市
税
減
免

の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側

か
ら
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

特
別
災
害
に
よ
る
被
害
者
に
対
す
る

市
税
の
減
免
措
置
の
対
象
と
な
る
者

に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
に
関
す

る
規
定
に
つ
い
て
改
正
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
77
号
　
む
つ
市
行

政
財
産
目
的
外
使
用
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理

事
者
側
か
ら
の
説
明
に
対
し
委
員
か

ら
、
目
的
外
使
用
の
件
数
と
消
費
税

の
影
響
額
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
件
数
に
つ
い
て
は

庁
舎
内
に
あ
る
自
動
販
売
機
や
金
融

機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
市
全
体
と
し
て

54
件
で
、
自
動
販
売
機
等
の
設
置
者

に
対
す
る
消
費
税
の
影
響
額
と
し
て

は
５
万
円
程
度
を
見
込
ん
で
お
り
、

市
民
へ
の
影
響
は
な
い
も
の
と
思
わ

れ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
79
号
　
む
つ
市
公

民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
の
説
明

に
対
し
委
員
か
ら
、
増
税
に
よ
る
市

民
負
担
の
影
響
額
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
平
成
24
年

度
決
算
の
実
績
を
踏
ま
え
、
平
成
26

年
４
月
か
ら
年
間
１
万
２
千
円
程
度

増
え
る
見
込
み
で
あ
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
80
号
　
む
つ
市
脇

野
沢
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事

者
側
か
ら
の
説
明
に
対
し
委
員
か
ら
、

は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
90
号
　
む
つ
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側

か
ら
の
説
明
に
対
し
委
員
か
ら
、
増

税
に
よ
る
市
民
負
担
の
影
響
額
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

平
成
24
年
度
決
算
の
実
績
を
踏
ま
え
、

平
成
26
年
４
月
か
ら
年
間
１
千
30
円

程
度
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
91
号
　
む
つ
市
大

畑
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
、
理
事
者
側
か
ら
の
説
明
に
対
し

委
員
か
ら
、
増
税
に
よ
る
市
民
負
担

の
影
響
額
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
平
成
24
年
度
決
算

の
実
績
を
踏
ま
え
、
平
成
26
年
４
月

か
ら
年
間
30
円
程
度
増
え
る
見
込
み

で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
92
号
　
む
つ
市
脇

野
沢
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
、
理
事
者
側
か
ら
の
説
明
に
対
し

委
員
か
ら
、
増
税
に
よ
る
市
民
負
担

の
影
響
額
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理

事
者
側
か
ら
、
平
成
24
年
度
決
算
の

実
績
を
踏
ま
え
、
平
成
26
年
４
月
か

ら
年
間
５
１
０
円
程
度
増
え
る
見
込

み
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
２
９
号
　
む
つ

市
市
民
歌
制
定
委
員
会
条
例
を
廃
止

増
税
に
よ
る
市
民
負
担
の
影
響
額
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、理
事
者
側
か
ら
、

平
成
24
年
度
決
算
の
実
績
額
が
ゼ
ロ

で
あ
り
、
平
成
26
年
度
も
市
民
負
担

は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
81
号
　
む
つ
市
海

と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事

者
側
か
ら
の
説
明
に
対
し
委
員
か
ら
、

増
税
に
よ
る
市
民
負
担
の
影
響
額
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、理
事
者
側
か
ら
、

平
成
24
年
度
決
算
の
実
績
を
踏
ま
え
、

平
成
26
年
４
月
か
ら
年
間
40
円
程
度

増
え
る
見
込
み
で
あ
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
82
号
　
む
つ
市
下

北
自
然
の
家
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
の
説

明
に
対
し
委
員
か
ら
、
増
税
に
よ
る
市

民
負
担
の
影
響
額
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
平
成
24
年

度
決
算
の
実
績
を
踏
ま
え
、
平
成
26

年
４
月
か
ら
年
間
２
万
９
千
７
６
０

円
程
度
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
89
号
　
む
つ
市
城
ヶ

沢
地
区
集
会
所
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か

ら
の
説
明
に
対
し
委
員
か
ら
、
増
税

に
よ
る
市
民
負
担
の
影
響
額
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

平
成
24
年
度
決
算
の
実
績
額
が
ゼ
ロ

で
あ
り
、
平
成
26
年
度
も
市
民
負
担

す
る
条
例
に
つ
い
て
、理
事
者
側
か
ら
、

本
年
８
月
に
答
申
を
終
え
、
９
月
１

日
付
け
で
市
民
歌
の
制
定
を
終
え
た

こ
と
か
ら
、
同
条
例
を
廃
止
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
３
０
号
　
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者

側
か
ら
、
む
つ
市
下
北
自
然
の
家
の

指
定
管
理
者
に
、
一
般
財
団
法
人
む

つ
市
教
育
振
興
会
を
指
定
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
３
９
号
　
む
つ

市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
財
政

運
営
上
有
効
な
過
疎
債
を
活
用
す
る

た
め
、
平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
む

つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

を
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
、
川
内
、
大

畑
、
脇
野
沢
の
各
診
療
所
に
お
け
る

医
療
機
器
を
整
備
す
る
た
め
、
当
該

計
画
に
項
目
を
追
加
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
各
診
療
所

の
医
療
機
器
の
整
備
に
つ
い
て
来
年
度

以
降
も
過
疎
債
を
活
用
す
る
の
か
と
の

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
随
時

経
過
年
数
等
を
考
慮
し
な
が
ら
更
新

す
る
予
定
と
聞
い
て
お
り
、
そ
の
際
に

は
過
疎
債
が
活
用
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
４
５
号
　
青
森

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
数
の
増
加
及
び
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
来

年
４
月
１
日
か
ら
弘
前
地
区
消
防
事

務
組
合
が
加
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
を

増
加
し
、
組
合
規
約
を
変
更
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
以
上
で
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
議
案
39
件
に
つ
い
て
、
審

査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
12
月
12
日
、
関
係

部
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
の
う
ち
議
案
第
１
１
５
号
、
議
案

第
１
１
８
号
お
よ
び
議
案
第
１
２
０

号
の
３
議
案
に
つ
い
て
は
、
反
対
討
論

が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
、
ほ
か
36
議
案
に
つ
い
て
は
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
疑
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議 会 だ よ り

各
委
員
長
報
告

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
議
案
17
件
に
つ
い
て
、
審

査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
12
月
12
日
、
関
係

部
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
の
う
ち
議
案
第
79
号
、
議
案
第

81
号
、
議
案
第
82
号
お
よ
び
議
案
第

90
号
の
４
議
案
に
つ
い
て
は
、
反
対

討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数

で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
、
ほ
か
13
議
案
に
つ
い
て

は
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま

し
た
主
な
る
質
疑
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
ま
ず
、
議
案
第
77
号
、
議
案
第
79

号
か
ら
議
案
第
82
号
ま
で
お
よ
び
議

案
第
89
号
か
ら
議
案
第
92
号
ま
で
に

つ
い
て
は
、
理
事
者
側
か
ら
、
消
費

税
法
お
よ
び
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

よ
る
消
費
税
等
の
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
来
年
４
月
１
日
か
ら
の
使
用

料
の
額
を
改
定
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
の
で
先

に
報
告
し
、
以
下
に
お
い
て
こ
の
部
分

は
省
略
し
て
お
り
ま
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
72
号
　
む
つ
市
史

編
さ
ん
委
員
会
条
例
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
理
事
者
側
か
ら
、
市
史
の
編

さ
ん
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
、

研
究
お
よ
び
審
議
を
す
る
た
め
、
委
員

会
を
附
属
機
関
と
し
て
設
置
す
る
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
編
さ
ん

期
間
内
の
総
経
費
と
編
さ
ん
し
た
後

の
市
史
の
配
置
場
所
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
編
さ
ん

期
間
内
の
総
経
費
に
つ
い
て
は
ま
だ

積
算
を
し
て
い
な
い
が
、
県
内
に
お
い

て
最
近
編
さ
ん
事
業
を
実
施
し
た
弘

前
市
お
よ
び
平
内
町
で
は
編
さ
ん
期

間
が
５
年
か
ら
７
年
で
、
報
酬
お
よ
び

執
筆
料
等
を
合
わ
せ
て
３
千
数
百
万

円
か
ら
約
４
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
市
で
も
同
額
程
度
と
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
配
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
市
の
関

連
施
設
や
教
育
施
設
等
を
予
定
し
て

い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
73
号
　
む
つ
市
地

域
の
元
気
臨
時
交
付
金
基
金
条
例
に

つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
地
域
の

元
気
臨
時
交
付
金
を
地
域
経
済
の
活

性
化
に
資
す
る
公
共
施
設
の
整
備
等

に
活
用
す
る
た
め
、
基
金
を
創
設
す

る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
基
金
に
積

み
立
て
し
た
交
付
金
は
、
平
成
26
年
度

２０１４年２月１０日号２０１４年２月１０日号
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ま
ず
、
議
案
第
78
号
、
議
案
第

96
号
か
ら
議
案
第
98
号
ま
で
、
議
案

第
１
０
１
号
か
ら
議
案
第
１
１
４
号

ま
で
、
議
案
第
１
１
６
号
、
議
案
第

１
１
７
号
、
議
案
第
１
１
９
号
、
議
案

第
１
２
１
号
か
ら
議
案
第
１
２
３
号
ま

で
、
議
案
第
１
２
５
号
お
よ
び
議
案
第

１
２
６
号
に
つ
い
て
は
、
理
事
者
側
か

ら
、
消
費
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
の
一

部
改
正
に
よ
る
消
費
税
等
の
税
率
の
引

き
上
げ
に
伴
い
、
来
年
４
月
１
日
か
ら

の
使
用
料
等
の
額
を
改
定
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

の
で
先
に
報
告
し
、
以
下
に
お
い
て
こ

の
部
分
は
省
略
し
て
お
り
ま
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
78
号
　
む
つ
市

み
ど
り
の
さ
き
も
り
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
、
議
案
第
96
号 

む
つ

市
駅
前
広
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
、
議
案
第
97
号
　
む
つ
市
イ
ベ

ン
ト
広
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
議
案
第
98
号
　
む
つ
市
早
掛
レ
イ

ク
サ
イ
ド
ヒ
ル
キ
ャ
ン
プ
場
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
、
議
案
第
１
０
１

号
　
む
つ
市
野
菜
集
荷
貯
蔵
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
議
案
第

１
０
２
号
　
む
つ
市
林
業
研
修
集
会
施

設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
お
よ

び
議
案
第
１
０
３
号
　
む
つ
市
営
牧
野

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
７
議

案
に
つ
い
て
は
、
理
事
者
側
か
ら
の
説

明
に
対
し
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
０
４
号
　
む
つ

市
営
脇
野
沢
家
畜
管
理
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理

事
者
側
か
ら
の
説
明
に
対
し
委
員
か

ら
、
使
用
料
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か

ら
、農
家
の
利
用
割
合
は
少
な
い
の
で
、

大
き
な
影
響
は
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
０
５
号
　
む
つ

市
脇
野
沢
畜
産
流
通
加
工
施
設
及
び

農
村
活
性
化
施
設
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
、
議
案
第
１
０
６
号 

む

つ
市
酪
農
研
修
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
、
議
案
第
１
０
７

号
　
む
つ
市
地
域
特
産
品
生
産
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
議
案

第
１
０
８
号
　
む
つ
市
宮
後
ふ
れ
あ

い
牧
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

お
よ
び
議
案
第
１
０
９
号
　
む
つ
市

漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
５
議
案
に
つ
い
て
は
、
理
事
者
側
か

ら
の
説
明
に
対
し
、
委
員
か
ら
の
質

疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
１
０
号
　
む
つ

市
地
方
卸
売
市
場
大
畑
町
魚
市
場
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
、
理
事
者
側
か
ら
の
説
明
に
対
し

委
員
か
ら
、
事
務
室
の
使
用
状
況
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、理
事
者
側
か
ら
、

当
該
施
設
の
２
階
に
多
数
の
事
務
室

が
あ
る
が
、
現
在
、
１
業
者
が
そ
の
う

ち
の
１
室
を
使
用
し
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
１
１
号
　
む
つ

市
脇
野
沢
海
づ
り
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
、
議
案
第
１
１
２

号
　
む
つ
市
マ
リ
ン
ハ
ウ
ス
脇
野
沢

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
議

案
第
１
１
３
号
　
む
つ
市
産
業
会
館

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
お
よ

び
議
案
第
１
１
４
号
　
む
つ
市
観
光

物
産
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
４
議
案
に
つ
い
て
は
、
理
事
者
側

か
ら
の
説
明
に
対
し
、
委
員
か
ら
の

質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
１
５
号
　
む
つ

市
脇
野
沢
温
泉
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
、理
事
者
側
か
ら
、

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
温

泉
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
所
要
の

改
定
を
行
う
ほ
か
、
75
歳
以
上
の
市

内
居
住
者
を
１
０
０
円
と
し
、
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
を

無
料
と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
当
該
施

設
の
来
年
度
の
運
営
形
態
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
直

営
で
の
運
営
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
週
３
日
の
営
業
を
予
定
し
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
１
６
号
　
む
つ
市

脇
野
沢
野
営
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
の

説
明
に
対
し
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は

び
に
津
波
避
難
施
設
を
道
路
区
域
内

に
設
置
す
る
場
合
の
占
用
料
を
定
め

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
２
５
号
　
む
つ

市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
の
説

明
に
対
し
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
２
６
号
　
む
つ

市
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理

事
者
側
か
ら
の
説
明
に
対
し
委
員
か

ら
、
施
設
の
数
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
脇
野
沢
地
区

に
２
カ
所
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
２
７
号
　
む
つ

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
そ
の
他

の
収
入
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理

事
者
側
か
ら
、
野
平
高
原
交
流
セ
ン

タ
ー
で
の
飲
食
物
の
販
売
収
入
や
物

産
の
販
売
手
数
料
で
あ
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
４
０
号
　
市
道

路
線
の
認
定
に
つ
い
て
、
理
事
者
側

か
ら
、
農
道
と
し
て
管
理
し
て
い
た

戸
沢
・
板
子
塚
線
お
よ
び
開
発
行
為

に
よ
り
市
に
帰
属
し
た
８
路
線
を
市

道
と
し
て
認
定
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
以
上
で
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

　
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
議
案
13
件
に
つ
い
て
、
審

査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
12
月
12
日
、
関
係

部
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
の
う
ち
議
案
第
83
号
か
ら
議
案

第
88
号
ま
で
、
議
案
第
93
号
、
議

案
第
94
号
お
よ
び
議
案
第
１
０
０

号
の
９
議
案
に
つ
い
て
は
、
反
対
討

論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

　
ま
た
、
同
じ
委
員
か
ら
、
訓
練
可

能
な
職
種
お
よ
び
資
格
取
得
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

県
知
事
の
認
定
を
受
け
て
い
る
職
業

訓
練
は
木
造
建
築
科
、
建
築
板
金
科
、

木
工
科
、
左
官
・
タ
イ
ル
施
工
科
お
よ

び
美
容
科
で
あ
り
、
資
格
に
つ
い
て
は

同
校
で
取
得
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
が
資
格
試
験
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
別
の
委
員
か
ら
、
指
定
管

理
者
の
収
支
計
画
で
平
成
27
年
度
と

平
成
28
年
度
の
差
が
大
き
い
理
由
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、理
事
者
側
か
ら
、

低
迷
す
る
経
済
状
況
の
中
で
市
内
企

業
の
新
規
雇
用
が
進
ま
ず
訓
練
生
が

集
ま
ら
な
い
こ
と
か
ら
平
成
27
年
度

ま
で
は
休
校
と
し
、
平
成
28
年
度
か

ら
再
開
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
た
め

で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
３
４
号
　
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者
側

か
ら
、
む
つ
市
早
掛
レ
イ
ク
サ
イ
ド

ヒ
ル
キ
ャ
ン
プ
場
の
指
定
管
理
者
に
、

む
つ
商
工
会
議
所
を
指
定
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
３
５
号
　
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者

側
か
ら
、
む
つ
市
野
菜
集
荷
貯
蔵
施

設
の
指
定
管
理
者
に
、
十
和
田
お
い

ら
せ
農
業
協
同
組
合
を
指
定
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
２
０
号
　
む
つ

市
湯
野
川
温
泉
濃
々
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事

者
側
か
ら
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

伴
い
、
温
泉
施
設
の
使
用
料
に
つ
い

て
所
要
の
改
定
を
行
う
ほ
か
、
75
歳

以
上
の
市
内
居
住
者
を
１
０
０
円
と

し
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
者
を
無
料
と
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
２
１
号
　
む
つ

市
脇
野
沢
流
通
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
、
議
案
第
１
２
２

号
　
む
つ
市
脇
野
沢
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

お
よ
び
議
案
第
１
２
３
号
　
む
つ
市

観
光
遊
覧
船
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
３
議
案
に
つ
い
て
は
、
理
事
者
側

か
ら
の
説
明
に
対
し
、
委
員
か
ら
の
質

疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
２
４
号
　
む
つ

市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側

か
ら
、
消
費
税
法
お
よ
び
地
方
税
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
道
路
占
用
料
に

つ
い
て
所
要
の
改
定
を
す
る
ほ
か
、
督

促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
に
つ
い
て

条
文
整
備
を
し
、
ま
た
、
道
路
法
施

行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
太
陽
光
発

電
設
備
お
よ
び
風
力
発
電
設
備
な
ら

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
１
７
号
　
む
つ

市
温
泉
事
業
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
の

説
明
に
対
し
委
員
か
ら
、
ポ
ン
プ
の

大
規
模
改
修
後
の
状
況
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
温
泉

の
供
給
に
大
き
な
支
障
を
与
え
る
よ

う
な
問
題
は
発
生
し
て
い
な
い
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
１
８
号
　
む
つ

市
ふ
れ
あ
い
温
泉
川
内
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事

者
側
か
ら
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
温
泉
施
設
の
使
用
料
に
つ

い
て
所
要
の
改
定
を
行
う
ほ
か
、
75

歳
以
上
の
市
内
居
住
者
を
１
０
０
円

と
し
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
者
を
無
料
と
す
る
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
75
歳
以

上
の
利
用
者
か
ら
１
０
０
円
を
徴
収

す
る
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理

事
者
側
か
ら
、
高
齢
化
社
会
に
伴
い

無
料
と
な
る
利
用
者
が
増
加
す
る
一

方
、
有
料
の
利
用
者
は
減
少
し
て
い

く
見
込
み
で
あ
り
、
施
設
の
維
持
管

理
の
た
め
、
75
歳
以
上
の
利
用
者
に
も

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
も
の

で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
１
９
号
　
む
つ

市
陶
芸
品
生
産
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者

側
か
ら
の
説
明
に
対
し
、
委
員
か
ら

議 会 だ よ り 議 会 だ よ り

市
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
地
方
税
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
む
つ
地
区
お
よ

び
大
畑
地
区
の
公
共
下
水
道
事
業
に

係
る
受
益
者
負
担
金
の
延
滞
金
の
割

合
を
市
税
の
延
滞
金
の
割
合
と
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
２
８
号
　
む
つ

市
下
水
道
事
業
等
受
益
者
分
担
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
、
理
事
者
側
か
ら
、
地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
川
内
地
区
お
よ

び
脇
野
沢
地
区
の
受
益
者
分
担
金
の

延
滞
金
の
割
合
を
市
税
の
延
滞
金
の

割
合
と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か

ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
３
２
号
　
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者

側
か
ら
、
む
つ
職
業
能
力
開
発
校
の

指
定
管
理
者
に
、
職
業
訓
練
法
人
む

つ
職
業
能
力
開
発
協
会
を
指
定
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
同
校
卒

業
生
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
同
校
は
事

業
主
等
が
従
業
員
の
能
力
向
上
を
図

る
た
め
に
使
用
す
る
施
設
で
あ
り
、

就
職
を
目
的
と
し
た
施
設
で
は
な
い

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
利
用
料

金
の
実
績
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
平
成
24
年
度
は

６
万
円
、
平
成
23
年
度
は
10
万
３
千

円
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
３
６
号
　
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者

側
か
ら
、
む
つ
市
水
川
目
地
区
堆
肥

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に
、
農
事

組
合
法
人
水
川
目
酪
農
を
指
定
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
３
７
号
　
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者

側
か
ら
、
む
つ
市
マ
リ
ン
ハ
ウ
ス
脇

野
沢
お
よ
び
む
つ
市
脇
野
沢
流
通
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に
、
脇
野
沢

村
漁
業
協
同
組
合
を
指
定
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
３
８
号
　
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者

側
か
ら
、
む
つ
市
ふ
れ
あ
い
温
泉
川

内
外
３
施
設
の
指
定
管
理
者
に
、
む

つ
市
川
内
町
商
工
会
を
指
定
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
平
成

24
年
度
の
収
支
状
況
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
全
体
で

２
０
８
万
９
千
円
の
赤
字
で
あ
っ
た

２０１４年２月１０日号２０１４年２月１０日号
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決
定
し
、
ほ
か
４
議
案
に
つ
い
て
は

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま

し
た
主
な
る
質
疑
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
ま
ず
、
議
案
第
83
号
か
ら
議
案
第

88
号
ま
で
、
議
案
第
93
号
お
よ
び
議

案
第
１
０
０
号
に
つ
い
て
は
、
理
事

者
側
か
ら
、
消
費
税
法
お
よ
び
地
方

税
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
消
費
税
等

の
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
来
年

４
月
１
日
か
ら
の
使
用
料
等
の
額
を

改
定
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
の
で
先
に
報
告

し
、
以
下
に
お
い
て
こ
の
部
分
は
省

略
し
て
お
り
ま
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
75
号
　
む
つ
市

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か

ら
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の

分
離
課
税
の
対
象
に
特
定
公
社
債
の

利
子
等
を
追
加
す
る
た
め
所
要
の
条

文
整
備
を
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の

質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
83
号
　
む
つ
市
釜

臥
山
ス
キ
ー
場
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か

ら
の
説
明
に
対
し
委
員
か
ら
、
こ
こ
数

年
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
リ
フ
ト
の
利

用
実
績
と
し
て
、
平
成
24
年
度
は
稼

働
日
数
が
76
日
で
延
べ
19
万
４
千
60

人
、
平
成
23
年
度
は
87
日
で
延
べ

18
万
４
千
９
３
２
人
、
平
成
22
年
度

は
65
日
で
延
べ
18
万
１
千
４
９
０
人

で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
84
号
　
む
つ
市
営

ス
キ
ー
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
お
よ
び
議
案
第
85
号
　
む
つ
市
か

ま
ふ
せ
ビ
レ
ッ
ジ
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
２
議
案
に
つ
い
て
は
、
理
事
者

側
か
ら
の
説
明
に
対
し
、
委
員
か
ら
の

質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
86
号
　
む
つ
市
体

育
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
の
説
明
に
対

し
委
員
か
ら
、
閉
鎖
と
な
っ
た
む
つ
市

民
体
育
館
の
料
金
を
設
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か

ら
、
む
つ
市
民
体
育
館
は
閉
鎖
と
な
っ

た
も
の
の
、
名
称
お
よ
び
位
置
は
そ
の

ま
ま
で
、
行
政
財
産
と
し
て
は
建
物

も
存
続
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
仮
に

新
体
育
館
が
建
設
さ
れ
た
時
点
で
遡

及
し
て
使
用
料
を
改
定
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
市
内
の
ほ
か
の
施
設
と
同

様
に
今
回
の
消
費
税
法
等
の
改
正
に

伴
う
使
用
料
の
改
定
を
行
う
こ
と
を

総
合
的
に
判
断
し
た
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
87
号
　
む
つ
市
ウ
ェ

ル
ネ
ス
パ
ー
ク
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
の

説
明
に
対
し
委
員
か
ら
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス

パ
ー
ク
の
指
定
管
理
者
が
、
独
自
に

設
定
し
て
い
る
料
金
の
消
費
税
率
改

定
分
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
消
費
税
率
改

定
分
を
上
げ
る
措
置
を
取
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
考
え
は
あ
る
も
の
の
、

指
定
管
理
の
際
の
利
用
料
金
に
つ
い

て
は
、
条
例
の
範
囲
で
指
定
管
理
者

が
定
め
ら
れ
る
と
い
う
条
項
も
あ
る

の
で
、
今
後
決
定
さ
れ
る
指
定
管
理

者
と
協
議
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
88
号
　
む
つ
市
ふ

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理

事
者
側
か
ら
の
説
明
に
対
し
、
委
員

か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
次
に
、
議
案
第
93
号
　
む
つ
市
老

人
憩
の
家
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
の

説
明
に
対
し
委
員
か
ら
、
市
民
の
利

便
性
を
考
慮
し
て
、
今
ま
で
ど
お
り

消
費
税
を
含
ん
だ
内
税
で
処
理
し
、

端
数
の
つ
か
な
い
料
金
設
定
に
で
き

な
か
っ
た
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
消
費
税
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
庁
内
の
政
策
調
整
会

議
で
協
議
し
、
原
則
と
し
て
使
用
料

の
多
寡
に
よ
ら
ず
消
費
税
の
引
き
上

げ
分
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
統
一
し

た
も
の
で
あ
り
、
今
ま
で
内
税
と
し

て
い
た
金
額
を
割
返
し
た
原
価
に
新

た
な
消
費
税
率
８
パ
ー
セ
ン
ト
を
乗

も
に
４
千
60
万
１
千
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

78
億
９
千
３
３
８
万
５
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
以
上
で
、
民
生
福
祉
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

懲
罰
特
別
委
員
会

◎
む
つ
市
議
会
第
２
１
７
回
定
例
会

に
お
い
て
、
懲
罰
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
「
横
垣
成
年
議
員
に

対
す
る
懲
罰
動
議
」に
つ
い
て
、
委
員

会
で
の
審
査
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、

会
議
規
則
第
40
条
の
規
定
に
よ
り
、

そ
の
審
査
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
特
別
委
員
会
は
、
９
月
20
日
に

10
人
の
委
員
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
、

以
後
、
10
月
10
日
、
10
月
31
日
、
11

月
11
日
、
そ
し
て
11
月
18
日
の
４
回

に
わ
た
っ
て
慎
重
に
審
査
い
た
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
10
月
31
日
の
委
員
会
で
は
、

横
垣
成
年
議
員
か
ら
の
申
し
出
を
受

け
一
身
上
の
弁
明
を
許
可
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
委
員
１
名
よ
り
反

対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多

数
に
よ
り
懲
罰
を
科
す
べ
き
も
の
と

認
め
、
そ
の
処
分
は
地
方
自
治
法
第

１
３
５
条
第
１
項
第
１
号
に
規
定
す

る
「
公
開
の
議
場
に
お
け
る
戒
告
」と

る
ほ
か
、
所
要
の
条
文
整
備
を
す

る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
市
税

の
例
に
準
じ
て
保
険
料
に
係
る
延

滞
金
の
割
合
を
引
き
下
げ
る
た
め

の
も
の

▼
む
つ
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

消
費
税
法
及
び
地
方
税
法
の
改
正

に
よ
る
消
費
税
等
の
税
率
の
引
上

げ
に
伴
い
来
年
４
月
１
日
か
ら
の

使
用
料
を
改
定
す
る
ほ
か
、
一
部

の
施
設
を
廃
止
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

消
費
税
法
及
び
地
方
税
法
の
改
正

に
よ
る
消
費
税
等
の
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、
４
月
１
日
か
ら
の

手
数
料
の
額
を
改
定
す
る
た
め
の

も
の

▼
む
つ
市
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

消
費
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
の
改

正
に
よ
る
消
費
税
等
の
税
率
の
引

き
上
げ
に
伴
い
、
４
月
１
日
か
ら

の
漁
港
施
設
占
用
料
等
の
額
を
改

定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
脇
野
沢
温
泉
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

消
費
税
等
の
税
率
の
引
き
上
げ
に

伴
い
使
用
料
の
額
を
改
定
し
、
な

ら
び
に
市
内
の
75
歳
以
上
の
者
お

け
、
一
身
上
の
弁
明
を
許
可
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

「
横
垣
成
年
議
員
に
対
す
る
懲
罰
動

議
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
賛
成
多
数
に

よ
り
懲
罰
を
科
す
べ
き
も
の
と
認
め
、

そ
の
処
分
は
地
方
自
治
法
第
１
３
５

条
第
１
項
第
３
号
に
規
定
す
る
「
一
定

期
間
の
出
席
停
止
」と
し
、
期
間
は
１

日
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
な
お
、「
一
定
期
間
の
出
席
停
止
」

と
し
た
理
由
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議

員
皆
様
の
お
手
元
に
配
布
し
て
お
り

ま
す
委
員
会
審
査
報
告
書
に
記
載
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
願
い
ま
す
。

　
以
上
で
、
懲
罰
特
別
委
員
会
の
審

査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

議

案

審

議

議
　
案

▼
む
つ
市
史
編
さ
ん
委
員
会
条
例

市
史
の
編
さ
ん
に
関
し
調
査
、
研

究
お
よ
び
審
議
を
す
る
た
め
、
附

属
機
関
を
設
置
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

基
金
条
例

地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
を
地
域

経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
公
共
施

設
の
整
備
等
に
活
用
す
る
た
め
、

基
金
を
設
置
す
る
も
の

▼
む
つ
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

ク
の
指
定
管
理
者
に
、
山
内
土
木
株

式
会
社
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
複
数
の
委
員
か
ら
、

収
支
計
画
の
収
入
合
計
お
よ
び
収
支

差
額
が
増
加
す
る
見
込
み
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
導
入
当
初
か
ら
指
定
管
理

料
が
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
、

ま
た
、
収
支
決
算
に
よ
っ
て
利
益
が
生

じ
た
場
合
は
市
へ
返
還
す
る
制
度
は

あ
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
基

本
的
に
実
績
値
を
加
味
し
て
積
算
し

て
お
り
、
新
年
度
か
ら
は
一
般
管
理
費

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
件
費
の

見
直
し
を
す
る
な
ど
、
再
計
算
し
た

結
果
の
指
定
管
理
料
で
あ
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
利
益
が
生

じ
た
場
合
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
今
の

指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
の
中
で
は

明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
新
年
度

か
ら
は
当
該
施
設
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
り
あ
る
程
度
の
利
益
が
見
込
ま

れ
る
自
主
事
業
に
係
る
施
設
使
用
料

を
市
へ
納
入
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
４
４
号
　
平

成
25
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
理

事
者
側
か
ら
、
決
算
見
込
み
に
よ

り
介
護
納
付
金
お
よ
び
共
同
事
業

拠
出
金
等
は
減
額
す
る
も
の
の
、
国

庫
負
担
金
の
精
算
に
伴
う
償
還
金

等
の
増
額
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
と

じ
10
円
未
満
は
切
り
捨
て
し
、
10
円

単
位
で
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
94
号
　
む
つ
市
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側

か
ら
、
市
内
の
ほ
か
の
温
泉
施
設
と

基
準
の
統
一
を
図
る
た
め
、
市
内
に

居
住
す
る
75
歳
以
上
の
者
を
１
０
０

円
と
し
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者
を
無
料
と
す
る
ほ
か
、

所
要
の
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
99
号
　
む
つ
市
後

期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理

事
者
側
か
ら
、
地
方
税
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
保
険
料
に
係
る
延
滞
金

の
割
合
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
市
税

の
例
に
合
わ
せ
て
行
う
た
め
改
正
す

る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
０
０
号
　
む
つ

市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
の
説
明
に

対
し
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
３
１
号
　
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
理
事
者

側
か
ら
、
む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

議 会 だ よ り 議 会 だ よ り

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
懲
罰
特
別
委
員
会
の
審

査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

戒
告
文

　
む
つ
市
議
会
第
２
１
７
回
定
例
会

最
終
日
の
９
月
20
日
に
審
議
さ
れ
た
、

平
成
24
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
に
お
け
る
反
対
討
論
に
お

い
て
、
議
長
の
再
三
に
わ
た
る
発
言

の
制
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
発
言
を
続

け
、
議
場
を
騒
然
と
さ
せ
た
行
為
は
、

議
会
運
営
の
ル
ー
ル
を
無
視
し
、
著

し
く
議
場
の
秩
序
を
乱
す
重
大
な
問

題
で
あ
り
、
議
員
の
職
分
に
か
ん
が

み
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
横
垣
成
年
議
員
に

対
し
、
地
方
自
治
法
第
１
３
５
条
第

１
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
戒
告
す

る
。

　
平
成
25
年
11
月
27
日 

む
つ
市
議
会

◎
む
つ
市
議
会
第
２
１
８
回
定
例
会

に
お
い
て
、
懲
罰
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
「
横
垣
成
年
議
員
に

対
す
る
懲
罰
動
議
」に
つ
い
て
、
委
員

会
で
の
審
査
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、

会
議
規
則
第
40
条
の
規
定
に
よ
り
、

そ
の
審
査
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
特
別
委
員
会
は
、
12
月
６
日
に

10
人
の
委
員
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
、
以

後
、12
月
10
日
、13
日
の
３
回
に
わ
た
っ

て
慎
重
に
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
10
日
の
委
員
会
で
は
、

横
垣
成
年
議
員
か
ら
の
申
し
出
を
受

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
個
人
市
民
税
の
公
的
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
制
度
な
ら
び
に
公

社
債
等
お
よ
び
株
式
等
に
係
る
所

得
に
対
す
る
課
税
に
つ
い
て
改
正

す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

公
社
債
等
お
よ
び
株
式
等
に
係
る

所
得
に
対
す
る
課
税
に
つ
い
て
改

正
す
る
ほ
か
、
所
要
の
条
文
整
備

を
す
る
た
め
の
も
の

▼
特
別
災
害
に
よ
る
被
害
者
に
対
す

る
市
税
減
免
の
特
別
措
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

特
別
災
害
に
よ
る
被
害
者
に
対
す

る
市
税
の
減
免
措
置
の
対
象
と
な

る
者
に
係
る
所
得
金
額
に
関
す
る

規
定
に
つ
い
て
改
正
す
る
た
め
の

も
の

▼
む
つ
市
行
政
財
産
目
的
外
使
用
料

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

消
費
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
の
改

正
に
よ
る
消
費
税
等
の
税
率
の
引

き
上
げ
に
伴
い
、
４
月
１
日
か
ら

の
行
政
財
産
目
的
外
使
用
料
の
額

を
改
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
内
の
75
歳
以
上
の
者
お
よ
び
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

者
に
係
る
使
用
料
の
額
を
改
定
す

２０１４年２月１０日号２０１４年２月１０日号
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よ
び
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
者
に
係
る
使
用
料
の
額
を

改
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
温
泉
事
業
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

消
費
税
法
及
び
地
方
税
法
の
改
正

に
よ
る
消
費
税
等
の
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、
４
月
１
日
か
ら
の

権
利
金
お
よ
び
使
用
料
の
額
を
改

定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
ふ
れ
あ
い
温
泉
川
内
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

消
費
税
等
の
税
率
の
引
き
上
げ
に

伴
い
使
用
料
の
額
を
改
定
し
、
な

ら
び
に
市
内
の
75
歳
以
上
の
者
お

よ
び
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
者
に
係
る
使
用
料
の
額
を

改
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
湯
野
川
温
泉
濃
々
園
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

消
費
税
等
の
税
率
の
引
き
上
げ
に

伴
い
使
用
料
の
額
を
改
定
し
、
な

ら
び
に
市
内
の
75
歳
以
上
の
者
お

よ
び
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
者
に
係
る
使
用
料
の
額
を

改
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

消
費
税
法
及
び
地
方
税
法
の
改
正

に
伴
う
条
文
整
備
、
道
路
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
伴
う
占
用
物
件

お
よ
び
占
用
料
の
額
の
改
正
等
を

す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

消
費
税
法
及
び
地
方
税
法
の
改
正

に
伴
い
、
下
水
道
使
用
料
に
加
算

さ
れ
る
消
費
税
等
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
す
る
ほ
か
、
条
文
整
備

を
す
る
も
の

▼
む
つ
市
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

消
費
税
法
及
び
地
方
税
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
下
水
道
使
用
料
に

加
算
さ
れ
る
消
費
税
等
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
す
る
ほ
か
、
条
文

整
備
を
す
る
も
の

▼
む
つ
市
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

地
方
税
法
の
改
正
に
準
じ
、
受
益

者
負
担
金
に
係
る
延
滞
金
の
割
合

を
引
き
下
げ
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
下
水
道
事
業
等
受
益
者
分

担
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
市
税

の
例
に
準
じ
て
受
益
者
分
担
金
に

係
る
延
滞
金
の
割
合
を
引
き
下
げ

る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
市
民
歌
制
定
委
員
会
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

新
た
に
む
つ
市
民
歌
を
制
定
し
た

こ
と
に
伴
い
、
条
例
を
廃
止
す
る

た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

む
つ
市
下
北
自
然
の
家
の
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
の
指
定

管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

む
つ
職
業
能
力
開
発
校
の
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

む
つ
市
早
掛
レ
イ
ク
サ
イ
ド
ヒ
ル

キ
ャ
ン
プ
場
の
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

む
つ
市
野
菜
集
荷
貯
蔵
施
設
の
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

む
つ
市
水
川
目
地
区
堆
肥
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

む
つ
市
マ
リ
ン
ハ
ウ
ス
脇
野
沢
お

よ
び
む
つ
市
脇
野
沢
流
通
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

む
つ
市
ふ
れ
あ
い
温
泉
川
内
外
３

施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
一
部
を
変
更
す
る
た
め
の
も
の

▼
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

川
内
地
区
の
農
道
と
し
て
管
理
し

て
い
た
路
線
お
よ
び
開
発
行
為
に

よ
り
市
に
帰
属
し
た
路
線
等
９
路

線
に
つ
い
て
、
市
道
と
し
て
認
定

正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
老
人
憩
の
家
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
駅
前
広
場
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
イ
ベ
ン
ト
広
場
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
早
掛
レ
イ
ク
サ
イ
ド
ヒ
ル

キ
ャ
ン
プ
場
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

▼
む
つ
市
野
菜
集
荷
貯
蔵
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
林
業
研
修
集
会
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
営
牧
野
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
営
脇
野
沢
家
畜
管
理
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
脇
野
沢
畜
産
流
通
加
工
施

設
及
び
農
村
活
性
化
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
酪
農
研
修
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
地
域
特
産
品
生
産
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
宮
後
ふ
れ
あ
い
牧
場
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
地
方
卸
売
市
場
大
畑
町
魚

市
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
脇
野
沢
海
づ
り
公
園
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
マ
リ
ン
ハ
ウ
ス
脇
野
沢
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
産
業
会
館
条
例
の
一
部
を

・   

当
市
は
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知
障
害
）

に
つ
い
て
把
握
、
ま
た
は
対
策
を

と
っ
て
い
る
の
か

・   

Ｍ
Ｃ
Ｉ（
軽
度
認
知
障
害
）対
策
に
積

極
的
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か

◎
東
　
　
　
健
　
而

▼
蛎
崎
城
の
発
掘
調
査
の
必
要
性
に

つ
い
て

・   

発
掘
調
査
が
進
ま
な
い
理
由
に
つ

い
て

・   

調
査
の
予
算
化
に
つ
い
て

・   

蛎
崎
城
の
学
術
的
意
義
と
価
値
観

に
つ
い
て

・   

地
元
住
民
の
切
実
な
期
待
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か

・   

今
後
の
発
掘
調
査
の
予
定
に
つ
い
て

・   

調
査
の
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

・   

発
掘
調
査
を
民
間
に
委
託
で
き
な

い
か

・   

継
続
調
査
に
小
山
彦
逸
氏
の
招
聘
を

▼
災
害
発
生
時
の
緊
急
避
難
計
画
に

つ
い
て

・   

釜
臥
山
展
望
台
か
ら
見
た
ア
ゲ
ハ

チ
ョ
ウ
の
夜
景
を
中
心
と
し
た
、
主

な
名
所
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
し
、
滞

在
型
の
観
光
を
推
進
す
べ
き
と
思
う

が
、
考
え
を
問
う

・   

横
浜
町
を
含
め
た
６
市
町
村
の
写
真

ス
ポ
ッ
ト
を
つ
な
ぎ
、
風
景
街
道
と

し
て
観
光
ル
ー
ト
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

な
い
か
問
う

・   

ム
ッ
シ
ュ
・
ム
チ
ュ
ラ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
活
用
し
、
若
い
方
達
が
子
育
て
の

参
考
に
な
る
よ
う
な
童
話
や
マ
ン
ガ

本
の
作
成
が
で
き
な
い
か
問
う

◎
浅
　
利
　
竹
二
郎

▼
昨
今
の
原
子
力
行
政
に
関
す
る
報

道
に
関
連
し
て

・   

無
責
任
な
小
泉
元
総
理
の
「
即
脱
原

発
」発
言
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

感
想
を
持
っ
て
い
る
か

・   

下
北
半
島
に
所
在
す
る
原
子
力
諸

施
設
に
つ
い
て
、
今
後
、
ど
の
よ

う
な
見
通
し
を
持
っ
て
い
る
か

▼
「
南
海
ト
ラ
フ
特
措
法
」が
成
立
し

た
こ
と
に
鑑
み
、
む
つ
・
下
北
半
島

の
防
災
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て

・   

今
後
、
懸
念
さ
れ
る
大
地
震
や
巨

大
津
波
、
多
発
す
る
異
常
気
象
に

よ
る
と
み
ら
れ
る
集
中
豪
雨
等
に

対
し
、
む
つ
・
下
北
の
防
災
体
制

は
十
分
と
考
え
る
か

・   

原
子
力
災
害
や
大
規
模
自
然
災
害

に
脆
弱
な
下
北
半
島
は
、
一
朝
有

事
の
際
、
陸
の
孤
島
と
化
す
恐
れ

が
あ
る
。
そ
の
場
合
の
避
難
方
法

費
税
等
の
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
４
月
１
日
か
ら
の
使
用
料
の

額
を
改
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
み
ど
り
の
さ
き
も
り
館
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
脇
野
沢
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
海
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
下
北
自
然
の
家
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
釜
臥
山
ス
キ
ー
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
営
ス
キ
ー
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
か
ま
ふ
せ
ビ
レ
ッ
ジ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
体
育
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
城
ヶ
沢
地
区
集
会
所
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
大
畑
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

▼
む
つ
市
脇
野
沢
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改

す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
に
選
任
す
る
者
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
25
年
12
月
18
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
む
つ
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
に
村
田

和
夫
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
た
め

の
も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
薦

す
る
者
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

平
成
26
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護
委
員
に

福
士
き
よ
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
意
見
を
求
め
る

た
め
の
も
の

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

　（
４
千
60
万
１
千
円
の
増
額
補
正
）

▼
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
増

加
及
び
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
　

弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
の
加
入

に
伴
い
、
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
数
を
増
加
し
、
組
合
規

約
を
変
更
す
る
た
め
の
も
の

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
４
億
３
千
４
４
５
万
円

の
増
額
補
正
）

○
以
下
の
条
例
は
、
消
費
税
法
お

よ
び
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る
消

議 会 だ よ り 議 会 だ よ り

改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
観
光
物
産
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
脇
野
沢
野
営
場
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
陶
芸
品
生
産
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
脇
野
沢
流
通
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
脇
野
沢
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
む
つ
市
観
光
遊
覧
船
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

撤
　
回

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

む
つ
運
動
公
園
外
３
施
設
の
指
定

管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
４
億
３
千
４
４
５
万
円

の
増
額
補
正
）

一

般

質

問

　
一
般
質
問
は
12
月
６
日
、
９
日
、

10
日
の
３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
濵
　
田
　
栄
　
子

▼
10
年
後
の
街
づ
く
り
に
向
け
て

・   

農
産
物
加
工
業
の
現
状
と
今
後
の
方

向
性
を
問
う

・   

水
産
物
加
工
業
の
現
状
と
今
後
の
方

向
性
を
問
う

・   

沿
岸
海
域
の
漁
場
づ
く
り
と
今
後

の
方
向
性
を
問
う

は
海
路
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、

青
森
県
以
北
を
警
備
区
と
す
る
海

上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊
に
、
大
量

人
員
輸
送
可
能
な
「
輸
送
艦
」が
配

備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
、
不
安

を
感
じ
な
い
か

▼
「
改
正
耐
震
改
修
促
進
法
」に
関
連

し
て

・   「
改
正
耐
震
改
修
促
進
法
」の
概
要

と
む
つ
市
内
で
該
当
す
る
施
設
は

あ
る
か

・   

同
法
施
行
が
、
当
地
域
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
と
思
う
か

▼
日
本
一
短
命
県
の
汚
名
返
上
に
つ

い
て

・   

青
森
県
は
日
本
一
の
短
命
県
で
あ
る

と
の
報
道
で
あ
る
が
、
む
つ
市
の

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

・   「
健
康
の
原
点
は
歩
く
こ
と
」
の
観

点
か
ら
、
市
民
参
加
型
の
安
全
な

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
等
の
整
備

は
で
き
な
い
か

◎
佐
　
賀
　
英
　
生

▼
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

・   

青
森
中
央
学
院
大
学
と
の
協
定
に

至
る
経
緯
と
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て

・   

他
の
大
学
と
の
協
定
に
つ
い
て

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

・   

色
覚
検
査
を
任
意
で
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
か

・   

色
覚
異
常
で
進
学
等
に
支
障
を
き

た
し
た
例
は
な
い
か

▼
福
祉
行
政
に
つ
い
て

２０１４年２月１０日号２０１４年２月１０日号
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・   

災
害
時
の
現
計
画
は
機
能
す
る
か

の
検
証
に
つ
い
て

・   
漁
労
用
船
舶
と
の
連
携
に
つ
い
て

・   

地
域
の
災
害
弱
者
を
ど
の
よ
う
に

避
難
さ
せ
る
か

・   

災
害
弱
者
の
災
害
に
対
す
る
事
前

準
備
に
つ
い
て

・   

避
難
場
所
と
備
え
に
つ
い
て
住
民
や

災
害
弱
者
に
周
知
さ
れ
て
い
る
か

・   

災
害
弱
者
と
の
災
害
時
の
連
携
体

制
に
つ
い
て

・   

災
害
弱
者
を
含
む
地
域
住
民
と
連

携
し
た
避
難
訓
練
に
つ
い
て

◎
鎌
　
田
　
ち
よ
子

▼
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

・   

認
知
症
施
策
推
進
５
か
年
計
画
に

つ
い
て

・   

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
に
つ
い
て

・   

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

▼
不
育
症
施
策
に
つ
い
て

・   

相
談
体
制
・
相
談
窓
口
の
設
置
に

つ
い
て

・   

助
成
事
業
導
入
に
つ
い
て

▼
児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

・   

児
童
虐
待
の
実
態
に
つ
い
て

・   

行
政
・
学
校
・
医
療
機
関
・
地
域

の
連
携
構
築
に
つ
い
て

・   

養
育
支
援
訪
問
事
業
に
つ
い
て

・   

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
に
つ

い
て

◎
横
　
垣
　
成
　
年

▼
学
童
保
育（
な
か
よ
し
会
）に
つ
い
て

・   

児
童
の
受
け
入
れ
の
現
状
に
つ
い
て

・   

小
学
校
新
入
生
（
１
年
生
）の
４
月

１
日
か
ら
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

▼
市
営
住
宅
に
つ
い
て

・   

大
湊
上
町
市
営
住
宅
の
坂
道
対
策

に
つ
い
て

▼
関
根
烏
沢
海
岸
の
砂
浜
流
出
防
止

対
策
事
業
に
つ
い
て

・   

砂
浜
の
消
失
原
因
に
つ
い
て

・   

９
月
７
日
の
公
共
事
業
評
価
委
員

会
で
、
む
つ
市
が
「
推
進
す
べ
き
」

と
表
明
し
た
理
由
に
つ
い
て

▼
サ
ケ
・
マ
ス
の
養
殖
事
業
に
つ
い
て

・   
サ
ケ
・
マ
ス
の
養
殖
事
業
の
現
状
に

つ
い
て

・   

サ
ケ
・
マ
ス
が
自
然
に
産
卵
で
き
る

川
の
現
状
と
川
の
再
生
に
つ
い
て

▼
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

・   

同
制
度
の
諸
問
題
に
つ
い
て

◎
工
　
藤
　
孝
　
夫

▼
市
の
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・   

使
用
さ
れ
る
見
通
し
の
な
い
施
設

に
つ
い
て

・   

今
後
の
計
画
に
つ
い
て

▼
福
祉
行
政
に
つ
い
て

・   

敬
老
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
つ
い
て

・   

今
後
の
方
針
に
つ
い
て

◎
斉
　
藤
　
孝
　
昭

▼
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て

・   「
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
」施
行
後
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て

①
危
険
空
き
家
へ
の
対
応
状
況
は

ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
対
応
の

際
の
課
題
は
何
か

②
空
き
家
条
例
の
効
果
と
今
後
の

方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か

▼
指
定
管
理
や
業
務
委
託
等
に
つ
い
て

・   

指
定
管
理
や
業
務
委
託
等
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て

①
指
定
管
理
者
の
評
価
や
そ
の
た

め
の
手
法
は
ど
の
よ
う
に
行
な

わ
れ
て
い
る
の
か

②
指
定
管
理
者
が
変
わ
っ
た
時
の

引
き
継
ぎ
手
法
は
確
立
さ
れ
て

い
る
の
か

③
脇
野
沢
加
工
セ
ン
タ
ー
の
現
状

と
課
題
は
何
か
。
ま
た
、
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

◎
菊
　
池
　
光
　
弘

▼
観
光
振
興
に
つ
い
て

・   

ア
ゲ
ハ
夜
景
に
つ
い
て

・   

ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
つ
い
て

▼
除
排
雪
作
業
に
つ
い
て

・   
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
除
排

雪
作
業
に
つ
い
て

・   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除
排
雪
作

業
に
つ
い
て

▼
新
む
つ
市
保
育
再
編
計
画
に
つ
い
て

・   

後
期
計
画
に
つ
い
て

・   

職
員
の
今
後
に
つ
い
て

◎
大
　
瀧
　
次
　
男

▼
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・   

市
民
協
働
条
例
を
制
定
す
る
考
え

は
な
い
か

▼
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

者
（
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
専
門

家
）を
選
任
す
る
考
え
は
な
い
か

・   

選
定
委
員
会
の
会
議
録
を
市
民
等

の
閲
覧
に
供
す
る
考
え
は
な
い
か

・   

応
募
団
体
等
の
個
人
情
報
の
保
護

管
理
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

の
か

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

・   

教
育
委
員
会
制
度
改
革
に
対
す
る

市
長
の
考
え
は

・   

学
力
テ
ス
ト
の
実
施
結
果
を
学
校

教
育
に
ど
う
生
か
し
て
い
る
の
か

・   

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
公
表
に
つ
い

て
所
信
を
問
う

・   

積
雪
期
を
迎
え
、
市
内
に
倒
壊
の
危

険
が
あ
る
建
物
が
何
棟
位
あ
る
か

・   

万
が
一
、
雪
害
に
よ
り
倒
壊
建
物
が

出
た
場
合
、
市
と
し
て
は
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か

・   

条
例
制
定
後
、
補
修
・
解
体
の
指
示
、

勧
告
、
命
令
を
発
し
た
例
は
あ
る
か

・   

条
例
の
効
果
を
求
め
る
た
め
に
、

助
成
策
を
講
ず
る
考
え
は
な
い
か

◎
中
　
村
　
正
　
志

▼
体
育
施
設
整
備
に
つ
い
て

・   

各
種
施
設
整
備
を
計
画
的
に
進
め

る
た
め
の
市
と
し
て
の
考
え
方
に

つ
い
て

▼
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
財
政
健
全

化
指
針
に
つ
い
て

・   

む
つ
市
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰

り
入
れ
に
つ
い
て

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

・   

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
つ
い
て

・   

就
学
援
助
に
つ
い
て

・   

学
力
テ
ス
ト
成
績
公
表
に
つ
い
て

・   

学
力
向
上
に
つ
い
て

・   

自
転
車
の
安
全
運
転
指
導
に
つ
い
て

◎
目
　
時
　
睦
　
男

▼
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

・   

指
定
管
理
者
の
公
募
・
非
公
募
の

選
定
基
準
を
設
け
て
い
る
の
か

・   

情
報
公
開
条
例
等
、
本
市
関
係
条

例
等
へ
具
体
的
に
ど
う
対
応
し
て

い
る
の
か

・   
指
定
管
理
者
の
選
定
手
順
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
い
る
の
か

・   

選
定
委
員
会
委
員
に
外
部
の
有
識

議 会 だ よ り

むつ市議会ホームページのご案内

　むつ市議会ではホームページを開設し、市議会に関する各種情報

を提供しています。

　ホームページでは合併以降に開催された本会議等の会議録も順次

掲載しており、一般質問における質疑応答についても詳しく掲載して

います。ぜひ一度ご閲覧ください。

    むつ市ホームページ
　 http://www.city.mutsu.lg.jp/ のバナーからアクセスしてください。

〈迷惑電話チェッカーとは〉

警察などの行政機関から提供された迷惑電話番号な

どをもとに迷惑電話と判定さ

れた最新リストが、「迷惑電

話チェッカー」に自動配信さ

れることで、今まで着信がな

かった電話からの迷惑電話で

も、自動で判別し、シャット

アウトすることが可能になる

機器です。電話の危険度は、

ランプの光る色と音声案内で

使用者にお知らせします。

〈モニター期間〉 設置日～平成28年 1月末日

〈募集期間〉2月 17日（月）～3月14日（金）

〈募集数〉100名（先着申込順）

※募集期間内でも100台を超えた場合は受付を終了します。

〈対象〉次の用件にすべてあてはまる方

１．市内に住民登録されている60歳以上の方のい

る世帯の方（1世帯につき1台）

２．ご自宅の電話で「番号表示サービス（注）」を利用

（予定）している方

３．モニター期間中、アンケートに協力できる方

４．機器の取付をご自分やご家族等でできる方

（注）「番号表示サービス」とは、着信時に相手の電話番号

が電話機に表示されるサービスです。（料金：ご利用の

電話会社にご確認ください）。

消費生活センターだより
　　　Vol.19　振り込め詐欺撃退！

　　　　　　　　　　「迷惑電話チェッカー」無料モニター募集

〈申し込み場所〉

むつ市消費生活センター・各分庁舎産業建設課

〈必要なもの〉

窓口にいらした方

の本人確認ができ

るもの（健康保険

証・運転免許証等）

をご持参ください。

（代理申請可）

〈注意〉

この機器を設置することにより、すべての悪質な電

話を防げるわけではありません。身に覚えのない電

話番号からの着信には常に慎重に対応しましょう。

モニター期間終了後は、月額使用料（基本料金 210

円 / 月＋オプション料 490円 / 月、合計 700円 / 月）

を負担することで使用を継続することができます。

モニター期間終了前に、（株）ウィルコムから確認の

ご連絡をいたします。

使用を継続しない場合は、使用者が機器を（株）ウィ

ルコムへ直接返却してください。（送料は使用者負

担となります）

〈詳しくは〉
市消費生活センター（市商工観光課内）

 22-1353（直通）または 22-1111内線 2644

　振り込め詐欺や悪質な勧誘等による消費者被害は、その多くが電話によるものがきっかけです。特に、60

歳以上の方が被害に遭われることが多いようです。

　そこで、市では、新たな対策として、（株）ウィルコムの「迷惑電話チェッカー」という機器を２年間無料で使

用できるモニターを募集します。

２０１４年２月１０日号２０１４年２月１０日号
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ポ リ オ
四 種 混 合
B C G

◎ 3か月 ～ 7歳 6か月未満
◎ 3か月 ～ 7歳 6か月未満
◎ 3か月 ～ 1歳未満

実施日 実施場所・受付時間

3月   6日（木）下北文化会館　予約時にお知らせします

3月19日（水）下北文化会館　予約時にお知らせします

※市健康推進課への予約が必要です。

三 種 混 合 ◎ 3か月 ～ 7歳 6か月未満

実施日 実施場所・受付時間

3月   5日（水）※脇野沢診療所 13:00～ 13:20

3月 19日（水）※大畑診療所 14:45～ 15:00

3月 20日（木）※川内診療所 13:30～ 13:50

四 種 混 合 ◎ 3か月 ～ 7歳 6か月未満

実施日 実施場所・受付時間

3月   6日（木）※川内診療所 13:30～ 13:50

3月 17日（月）※脇野沢診療所 13:00～ 13:20

3月 26日（水）※大畑診療所 14:45～ 15:00

四 種 混 合
  ・ 三 種 混 合

◎ 3か月 ～ 7歳 6か月未満

実施日 実施場所・受付時間

3月  28日（金）

菊池医院 13:30～ 14:30

ちばクリニック ※接種は15:30まで 14:00～ 15:00

どんぐりこどもクリニック 14:00～ 15:00

健康教室・健康相談・健康診査
受付時間・実施場所

※健康診査は受付後、健診を開始します。

お元気ですか！
保健コーナー

〈詳しくは〉 市健康推進課　　　　　　　    22-1111
 川内庁舎市民福祉課　　　　　42-2111
 大畑庁舎市民福祉課　　　　　34-2111
 脇野沢庁舎市民福祉課　　　　44-2111

麻しん風しん
1期◎ 1歳 ～ 2歳未満
2期◎年長児（平成19年4月2日～20年4月1日生まれ）

実施日 実施場所・受付時間

3月   7日（金）

菊池医院 13:30～ 14:30

ちばクリニック ※接種は15:30まで 14:00～ 15:00

どんぐりこどもクリニック 14:00～ 15:00

3月  12日（水）
※大畑診療所 14:45～ 15:00

※脇野沢診療所 13:00～ 13:20

3月 13日（木） ※川内診療所 13:30～ 13:50

日 本 脳 炎 ◎平成19年 4月 2日～23年 1月生まれ

実施日 実施場所・受付時間

3月   5日（水）下北文化会館 13:15～ 13:30

3月 20日（木）下北文化会館 13:15～ 13:30

～ これからの予防接種日程 ～

 ※川内診療所・大畑診療所・脇野沢診療所は、
10 日前までに各庁舎市民福祉課へ予約が必要です

離乳食教室（初期） むつ地区

3月12日（水） 平成25年 10月～11月生まれの乳児

10:00～ 10:10 下北文化会館集会娯楽室

 10:20 教室開始　※受付後身体測定を行います

赤ちゃん教室（アレルギー） むつ地区

3月12日（水） 平成25年 6月～11月生まれの乳児

14:10～ 14:20 下北文化会館集会娯楽室

14:30～ 15:00 医師による講話

離乳食教室・赤ちゃん相談 川内・脇野沢地区

3月 18日（火） 平成25年 3月～11月生まれの乳児

10:00～ 10:10 川内庁舎

  10:20 教室開始　※受付後身体測定を行います

離乳食教室・赤ちゃん相談 大畑地区

3月14日（金） 平成25年 6月～11月生まれの乳児

10:00～ 10:10 ふれあいかん

 10:20 教室開始　※受付後身体測定を行います

10か月児健康診査 むつ地区

3月11日（火） 平成25年 5月生まれの乳児

12:50～ 13:00 下北文化会館

1歳 6か月児健康診査 むつ地区

3月   7日（金） 平成24年 8月生まれの幼児

12:50～ 13:00 下北文化会館

2歳児健康診査 むつ地区

3月   6日（木） 平成23年 9月生まれの幼児

12:50～ 13:00 下北文化会館

3歳児健康診査 むつ地区

3月   4日（火） 平成22年 9月生まれの幼児

12:00～ 12:20 下北文化会館

健康なんでも相談 全地区

毎週月～金曜日 保健師や栄養士がご相談をお受けします

 8:30 ～ 17:15 市健康推進課　※祝日を除く

　保健協力員が中心になり、健康づくりに関する学習会を各地区で開催しています。今回はその様子をお伝

えします。お近くで開催する際には、回覧板などでご案内をしていますので、ぜひご参加ください。

保健協力員活動紹介　―その四―

排尿障害についての講演会

〈問合せ先〉
成人保健担当（内線 2577）

むつ総合病院糖尿病ケアチームを
招いての学習会

牛乳を使った減塩食についての調理
実習

ドームでの運動教室 家庭でできる運動の学習会 保健協力員の任期は2年で、平成
26年 4月に任期替えとなります。
健康づくりに興味のある方、一緒
に活動しませんか？

２０１４年２月１０日号２０１４年２月１０日号

防災行政用無線情報テレフォンガイド
放送内容を確認できます  

  

各地区放送内容の確認はこちらへどうぞ（自動音声）

むつ地区 22-7400 川内地区 42-3741
大畑地区 34-3000 脇野沢地区 44-3741

〈詳しくは〉

市秘書広聴課 22-1111内線 2155

市ホームページ http://www.city.mutsu.lg.jp/

【防災・かまふせメール登録】

パソコン用 http://anshin.city.mutsu.lg.jp

携帯電話用　  http://anshin.city.mutsu.lg.jp/mutsuMob

・テレフォンガイドの内容は、平日の午前 8時 30 分

～午後 5時 15 分の間に更新しています。

・防災情報は、市ホームページおよび防災・かまふせ

メールでもお知らせしていますので、あわせてご活

用ください。
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むつ市
情報ポケット
in fo rmat ion

むつ市役所

0175-22-1111

  info@city.mutsu.lg.jp

お
知
ら
せ

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
納
税
相
談
も
随
時
行
な
っ
て
い
ま
す

〈
開
設
日
時
〉

　
２
月
25
日（
火
）〜
28
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
30
分

〈
開
設
場
所
・
問
合
せ
先
〉

市
税
務
課
収
納
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
２
３
６

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

　

平
成
26
年
度
よ
り
、
下
北
管
内
５

市
町
村（
む
つ
市
、
大
間
町
、
東
通
村
、

風
間
浦
村
、
佐
井
村
）と
下
北
地
域
県

民
局
県
税
部
が
連
携
し
、
法
定
要
件

に
該
当
す
る
全
て
の
事
業
主
に
、
個

人
住
民
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
の
一

斉
指
定
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
５
月
に
各
事
業
所
（
特
別

徴
収
義
務
者
）宛
に
特
別
徴
収
税
額
決

定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
６

月
支
給
分
の
給
与
か
ら
天
引
き
を
開

始
し
て
く
だ
さ
い
。
各
市
町
村
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
入
書
に
よ
り
、
天
引

き
し
た
月
の
翌
月
10
日
ま
で
に
金
融

機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
別
徴
収
の
適
正
な
実
施
の
た
め

に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
先
〉

市
税
務
課
市
民
税
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
２
１
２

下
北
地
域
県
民
局
県
税
部


22

－

８
５
８
１
内
線
２
１
０

 

む
つ
税
務
署

 

所
得
税
確
定
申
告
を

 　
　
　
　
　
　

 

お
忘
れ
な
く

○
平
成
25
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

〈
作
成
指
導
お
よ
び
受
付
〉

　
２
月
17
日（
月
）
〜
３
月
17
日（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
曜
・
日
曜
を
除
く

※
申
告
書
の
作
成
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.n
ta.g
o
.jp

）の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。

 

保
育
料
の
お
支
払
い
は

 　
　
　
　

  

お
済
み
で
す
か
？

〜
夜
間
・
休
日
窓
口
開
設
〜

　

納
期
限
を
過
ぎ
た
保
育
料
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？　

市
で
は
、
２
月
22
日

（
土
）か
ら
28
日
（
金
）ま
で
の
期
間
、

平
日
の
窓
口
業
務
に
加
え
、
夜
間
や

休
日
に
窓
口
を
開
設
し
、
保
育
料
の

納
付
を
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
納

付
に
関
す
る
相
談
も
行
な
っ
て
い
ま

す
。
仕
事
等
で
日
中
の
納
付
が
難
し

い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

・
納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行

し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
保
育
料
の
納
付
に
は
、
便
利
な
口

座
振
替
の
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉２
月
22
日（
土
）
〜
月
28
日（
金
）

【
平
日
】午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

【
土
・
日
曜
】午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

〈
ど
こ
で
〉市
児
童
家
庭
課

〈
問
合
せ
先
〉

市
児
童
家
庭
課
保
育
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
５
２
２

 

「
お
ひ
さ
ま
ル
ー
ム
」か
ら

 　
　
　
　

  　
　

  

お
知
ら
せ

　

「
お
ひ
さ
ま
ル
ー
ム
」
で
は
、
病
気

の
回
復
期
に
あ
る
児
童
を
一
時
的
に

預
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
は
、

子
育
て
の
支
援
を
受
け
た
い
方
と
育

児
の
援
助
を
行
い
た
い
方
が
そ
れ
ぞ

れ
会
員
と
な
り
、
地
域
で
子
育
て
を
助

け
合
う
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
同
一
の
電
話
回
線
で
受
付

等
を
し
て
い
た
２
つ
の
事
業
に
、
そ
れ

ぞ
れ
専
用
電
話
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

　
お
ひ
さ
ま
ル
ー
ム

　
　
　


31

－

０
２
０
９（
新
番
号
）

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
　
　


24

－

０
６
０
５（
変
更
な
し
）

納
税
週
間
収
納
窓
口
開
設

　

市
で
は
、
毎
月
25
日
か
ら
末
日
ま

で
を
納
税
週
間
と
し
て
、
夜
間
お
よ

び
休
日
に
収
納
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
日
中
の
納
付
が
難
し
い
方
は

次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く↓

むつ市情報ポケット

太
郎
仁
愛
弟
子
貴
太
郎
個
展
開
催

〈
い
つ
〉２
月
22
日（
土
）ま
で

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

〈
ど
こ
で
〉市
立
図
書
館

〈
ど
ん
な
〉陶
芸
作
品
の
展
示

〈
問
合
せ
先
〉

宮
下


０
９
０

－

３
３
４
８

－

９
０
３
２

む
つ
来
さ
ま
い
館
だ
よ
り

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

〈
い
つ
〉２
月
22
日（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
参
加
料
〉１
区
画（
２
ｍ
×
２
ｍ
）１

千
円

※
通
常
第
４
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

今
月
は
土
曜
日
開
催
と
な
り
ま
す
。
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
津
軽
三
味
線
ラ
イ
ブ

　
国
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
若
手
三

味
線
奏
者
葛
西
頼
之
氏
、
藤
原
翼

氏
を
迎
え
三
味
線
ラ
イ
ブ
を
開

催
。
入
場
無
料
！

〈
い
つ
〉２
月
22
日（
土
）午
後
５
時
〜

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
来
さ
ま
い
館

33

－

８
１
９
１

　「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ

て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
、
税
額

等
が
自
動
計
算
さ
れ
、
所
得
税
や

消
費
税
の
確
定
申
告
書
な
ど
を

作
成
で
き
る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で

す
。
ま
た
、
作
成
し
た
デ
ー
タ
は

印
刷
し
て
書
面
で
提
出
で
き
る
他
、

「
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）」を
利
用
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
宅
や
事
務
所
な

ど
か
ら
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
申
告
書
の
作
成
・
提
出
は
、

さ
ら
に
便
利
で
使
い
や
す
く
な
っ

た
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
お
勧
め
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（w

w
w
.e-tax.nta.go

.jp

）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
給
与
所
得
者
な
ど
の
還
付
申
告

は
、
受
付
開
始
日
前
で
も
提
出
で

き
ま
す
。
ま
た
、
還
付
金
の
受
け

取
り
は
、
銀
行
な
ど
の
預
貯
金
口

座
へ
の
振
込
が
便
利
で
す
。

○
税
務
職
員
を
装
っ
た
者
か
ら
の
不

審
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
国
税
局
や
税
務
署
の
職
員
を
名

乗
る
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
や
年
金
受
給
調
査
と
称
し

て
、
年
齢
や
家
族
構
成
、
年
金
の

受
給
状
況
、
預
金
残
高
、
口
座
情

報
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
出
そ
う
と

す
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

※
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は

即
答
を
避
け
、
①
相
手
の
所
属

部
署
、
②
氏
名
、
③
電
話
番
号

を
確
認
し
た
う
え
で
一
旦
電
話
を

切
り
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
税
務
署 


22

－

３
２
９
４

 

り
ん
ど
う
の
会

   

介
護
予
防
運
動
無
料
講
習
会

　

り
ん
ど
う
の
会
で
は
、
毎
月
第
３
土

曜
日
を
「
ふ
ま
ね
っ
と
の
日
」と
定
め
、

介
護
予
防
運
動
「
ふ
ま
ね
っ
と
」の
無
料

講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ご
近

所
や
ご
友
人
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ご
参
加
く
だ
さ
い
。「
ふ
ま
ね
っ
と
」サ

ポ
ー
タ
ー
お
よ
び
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
実
践
力
向
上
を
目
指

し
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉毎
月
第
３
土
曜
日

・
無
料
講
習
会   

午
前
10
時
〜
正
午

・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

 

午
後
１
時
〜
２
時

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館

〈
参
加
費
〉無
料

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
生
活
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
連
絡
協
議
会

「
り
ん
ど
う
の
会
」

 


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－

０
２
４
４

菊
池


０
７
０

－

６
９
５
４

－

２
３
７
５

 

小
川
町
第
二
白
百
合
保
育
園

　

園
舎
解
体
前
の
見
学
会
開
催

　

小
川
町
第
二
白
百
合
保
育
園
は
43

年
前
に
市
立
小
川
町
保
育
所
と
し
て

開
設
し
、
現
在
園
舎
の
老
朽
化
の
た

め
改
築
中
で
す
。
４
月
に
は
、
新
園

舎
が
完
成
し
解
体
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
旧
小
川
町
保
育
所
お

よ
び
小
川
町
第
二
白
百
合
保
育
園
を

卒
園
さ
れ
た
み
な
さ
ま
や
地
域
の
み

な
さ
ま
に
懐
か
し
い
園
舎
や
資
料
の

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉２
月
23
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉

　
小
川
町
第
二
白
百
合
保
育
園

　
　
　
　
　
　（
旧
小
川
町
保
育
所
）

〈
問
合
せ
先
〉

小
川
町
第
二
白
百
合
保
育
園


22

－

１
６
８
９

 

兎
沢
ス
キ
ー
場

ゲ
レ
ン
デ
ま
つ
り
２
０
１
４

　

雪
像
や
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
ス
ラ
イ

ダ
ー
な
ど
家
族
や
友
達
同
士
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
！

　

駄
菓
子
屋
く
じ
引
き
コ
ー
ナ
ー
や

１
０
０
円
ミ
ニ
屋
台
コ
ー
ナ
ー
も
あ

る
よ
！

　

午
前
９
時
か
ら
ロ
ー
プ
ト
ウ
無
料

開
放
！

各
種
催
し
・
講
座 

等

 むつ市老人クラブ連合会

「生きがいサークル」3月の日程

　はじめて参加される方はあらかじめご連絡ください。

　なお、お花と手芸は材料費が必要です。

◆ 老人憩いの家 『禄寿荘』（新　町）23-5800

お 花 教 室 ……… ６日（木）・２０日（木）
手 芸 教 室 ……… ４日（火）・１８日（火）
詩 吟 教 室 ……… ７日（金）・２８日（金）
踊 り 教 室 ……… １２日（水）・２６日（水）
お 茶 教 室 ……… １３日（木）・２７日（木）
習 字 教 室 ……… １４日（金）
コーラス教室 ……… ３日（月）・１７日（月）
ダ ン ス 教 室 ……… １２日（水）・２６日（水）
カラオケ教室 ……… １０日（月）・２４日（月）
囲碁・将棋教室 ……… ４日（火）・１８日（火）
着 付 教 室 ……… ５日（水）・１９日（水）

〈時間〉 ダンス教室は午後1時～3時、

　　　カラオケ・囲碁・将棋教室は午後1時～4時、

　　　その他の教室は午前10時～正午

◆ 老人憩いの家 『福寿荘』（川守町）29-1800

詩 吟 教 室 ……… ４日（火）・１８日（火）
日 舞 教 室 ……… ３日（月）・１７日（月）
着 付 教 室 ……… １１日（火）・２５日（火）
唱 歌 教 室 ……… ７日（金）
カラオケ教室 ……… １３日（木）・２７日（木）

〈時間〉 カラオケ教室は午後1時～ 4時、その他の教室は

　　　  午前 10時～正午
※各教室とも新しく会員を募集しています。「禄寿荘」、「福寿荘」

または各単位老人クラブ会長までお問い合わせください。

２０１４年２月１０日号２０１４年２月１０日号



( 2 6 )( 2 7 )

〈
問
合
せ
・
応
募
先
〉

〒
０
３
０

－

８
６
２
２

青
森
市
勝
田
１
丁
目
３

－

１

公
益
財
団
法
人
み
ち
の
く

・
ふ
る
さ
と
貢
献
基
金


０
１
７

－

７
７
４

－

１
１
７
９

 http://w
w
w
.m
ichinoku-

furusato.or.jp

  

春
季
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室

 　
　
　

  

（
硬
式
）参
加
者
募
集

〈
い
つ
〉

３
月
５
日
〜
４
月
23
日
の
期
間
中
、

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
に

開
催（
８
回
）

〈
ど
こ
で
〉し
も
き
た
克
雪
ド
ー
ム

むつ市情報ポケット むつ市情報ポケット

作
ダ
ン
ス
♥
キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ
、
太

極
拳
む
つ
サ
ー
ク
ル
、
手
編
み
サ
ー

ク
ル
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
フ
ラ
・

む
つ
ハ
ー
ラ
ウ
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ク
ル
た
ん
ぽ
ぽ
、

む
つ
花
架
拳
サ
ー
ク
ル
、
む
つ
太

極
拳
く
ら
ぶ
、
む
つ
ヨ
ー
ガ
サ
ー

ク
ル
、
む
つ
ろ
う
あ
協
会
、
ヨ
ガ
・

ピ
ン
ク
ロ
ー
タ
ス
、
よ
さ
こ
い

S
m
ile&
S
m
ile

、
ラ
テ
ン
シ
ョ
ー
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル（
計
17
団
体
）

〈
問
合
せ
先
〉

下
北
文
化
会
館

22

－

８
４
１
１

 http://shim
obun.com

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送
大
学

は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職

業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。
詳
し
い
資

料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

む
つ
校（
市
立
図
書
館
内
）で
は
、
放
送

大
学
生
以
外
の
利
用
も
可
能
（
単
位
認

定
・
教
材
の
貸
出
し
は
あ
り
ま
せ
ん
）

で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
出
願
期
限
〉２
月
28
日（
金
）必
着

募
集
し
ま
す

〈
い
つ
〉２
月
23
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

〈
ど
こ
で
〉兎
沢
ス
キ
ー
場

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

（
一
財
）む
つ
市
教
育
振
興
会

兎
沢
ス
キ
ー
場


34

－

４
６
６
４

 

女
性
の
た
め
の

 

女
性
司
法
書
士
に
よ
る

 　
　

 　
　

無
料
相
談
会
開
催

　

相
続
・
成
年
後
見
・
借
金
問
題
・

家
族
間
の
問
題
等
に
関
係
す
る
お
悩

み
を
抱
え
た
女
性
の
た
め
に
、
女
性

司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〈
い
つ
〉３
月
２
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

〈
ど
こ
で
〉ア
ピ
オ
あ
お
も
り

青
森
市
中
央
３

－

17

－

１

〈
そ
の
他
〉

・
秘
密
厳
守
で
す
の
で
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

・
具
体
的
な
手
続
き
が
必
要
に
な

る
場
合
に
は
別
途
費
用
が
か
か

り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
青
森
県
司
法
書
士
会
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
（

０
１
２
０

－

９
４
０

－

２
３
０
）で
は
、
相
談

の
ご
案
内
や
相
談
内
容
に
応
じ

た
お
近
く
の
司
法
書
士
の
紹
介

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
問
合
せ
先
〉青
森
県
司
法
書
士
会


０
１
７

－

７
７
６

－

８
３
９
８

 

市
下
北
自
然
の
家

 　
　
　

  

冬
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

○
話
題
の
ま
め
ぶ
汁
を
家
族
で
作
ろ
う

〈
い
つ
〉３
月
２
日（
日
）

午
前
10
時
〜
受
付

〜
午
後
１
時
20
分
解
散

〈
ど
こ
で
〉市
下
北
自
然
の
家

〈
対
象
・
定
員
〉10
家
族
限
定

※
お
子
様
だ
け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

〈
参
加
費
〉

小
学
生
以
上
…
５
５
０
円

幼
児
…
４
０
０
円

３
歳
未
満
…
無
料

〈
申
込
締
切
〉２
月
21
日（
金
）

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、
電
子
メ
ー

ル
に
て
受
付

〈
そ
の
他
〉

動
き
や
す
い
服
装
で
、
上
履
き
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
９

－

４
４
０
１

む
つ
市
大
畑
町
佐
助
川
３
９
９

市
下
北
自
然
の
家

34

－

６
１
５
１

 

34

－

６
１
５
２

 m
t-shizen@

city.m
utsu.lg

.jp

 http://w
w
w
.city.m

utsu.lg
.jp/

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
教
育
・
文
化

　
↓
下
北
自
然
の
家

 

む
つ
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 　
　
　
　
　
　

 

研
修
会
開
催

〈
い
つ
〉３
月
14
日（
金
）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館

〈
講
演
テ
ー
マ
〉

　「
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

基
本
」（
予
定
）

講
師 

青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会
職
員 

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
締
切
〉２
月
28
日（
金
）

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
受
付

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
社
会
福
祉
協
議
会

む
つ
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー


33

－

３
０
２
３

 

23

－

５
０
９
３

 

下
北
文
化
会
館

第
４
回
サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
会

「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
」開
催

　

下
北
文
化
会
館
を
拠
点
に
活
動
し

て
い
る
サ
ー
ク
ル
団
体
に
よ
る
発
表

会
。
通
称
「S

H
IM
O
K
A
T
S
U

」（
シ
モ

カ
ツ
）で
親
し
ま
れ
、
今
回
で
４
回
目

と
な
り
ま
す
。
日
頃
の
活
動
の
成
果

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料

で
す
！

〈
い
つ
〉３
月
16
日（
日
）午
前
10
時
〜

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
参
加
団
体
〉

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
、

琴
名
流
大
正
琴 

千
姫
の
会
、
下

北
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム 

ジ
ダ
ン

ダ
ー
ズ
、
ジ
ェ
ミ
ー
・
ピ
ー
ク
ス
、

ズ
ン
バ
ゴ
ー
ル
ド
サ
ー
ク
ル
、
創

〈
資
料
請
求
・
申
込
先
〉

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー


０
１
７
２

－

38

－

０
５
０
０

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス


０
１
７
８

－

70

－

１
６
６
３

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課


22

－

１
１
１
１
内
線
３
１
４
２

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://w
w
w
.ouj.ac.jp

 

み
ち
の
く
・
ふ
る
さ
と
貢
献
基
金

 　
　
　
　

    

助
成
事
業
募
集

　

公
益
財
団
法
人
み
ち
の
く
・
ふ
る

さ
と
貢
献
基
金
で
は
、
県
内
に
お
け

る
個
人
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
企

業
等
が
地
域
の
発
展
、
地
域
貢
献
に

資
す
る
た
め
に
地
域
資
源
を
活
用
・

創
造
す
る
活
動
や
健
康
増
進
、
医
療
、

福
祉
、
環
境
に
関
連
す
る
活
動
に
対

し
、
必
要
な
費
用
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

〈
応
募
期
間
〉

　
４
月
１
日（
火
）
〜
６
月
30
日（
月
）

〈
応
募
方
法
〉

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
財
団
事
務
所
へ
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
助
成
金
〉

必
要
費
用
以
内
で
、
１
０
０
万
円

を
限
度

〈
対
象
・
定
員
〉初
心
者
の
方
・
40
名

※
ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
あ
り

〈
参
加
費
〉 

一
　
般
・
３
千
円

　
　
　
　
協
会
員
・
１
千
５
０
０
円

※
コ
ー
ト
代
お
よ
び
ボ
ー
ル
代
と
し
て

〈
申
込
締
切
〉３
月
５
日（
水
）※
先
着
順

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
テ
ニ
ス
協
会

山
田

29

－

４
５
８
８

齊
藤

22

－

７
１
１
６

各 種 相 談 日 程

法律相談 市秘書広聴課22-1111内線2155

3 月 28日（金）

12:30 ～

場所は市民相談室。予約制です。相談可能

時間は1人 30分までとなります。

行政相談 市秘書広聴課22-1111内線2155

3 月 17 日（月） 場所は市民相談室。行政が行う仕事につ

いての各種相談を受けます。10:00 ～ 15:00

行政相談 大畑庁舎管理課34-2111

3 月 14日（金） 場所は大畑庁舎 2階第 2会議室。行政が

行う仕事についての各種相談を受けます。9:00 ～ 12:00

人権相談 青森地方法務局むつ支局23-3202

土・日・祝日を除く毎日 場所は下北合同庁舎2階相談室。家族間や近隣関係

のこと、学校や職場内のことなどの相談を受けます。8:30 ～ 17:15

心配ごと・結婚相談 むつ市社会福祉協議会相談所専用電話22-2731

月・水・金曜日 場所は社会福祉協議会（市役所本庁舎

内）。祝日は休み。10:00 ～ 15:00

教育相談 相談専用電話22-0974

土・日・祝日を除く毎日 場所は教育研修センター。予約制です。中学

生までの教育に関する相談に応じています。9:00 ～ 16:00

こころの健康相談 下北地域県民局地域健康福祉部（むつ保健所）24-1231

毎月 1回 場所は地域健康福祉部（むつ保健所）。予約制です。

心の悩み、心の病気、認知症等の相談を随時受けます。お問い合わせください

女性の健康相談 下北地域県民局地域健康福祉部（むつ保健所）24-1231

3 月 20日（木） 場所は地域健康福祉部（むつ保健所）。予約不要。

女性の心身の健康に関する相談に応じます。10:00 ～ 12:00

暮らしとお金の安心相談会 消費者信用生活協同組合青森相談センター017-752-6755

第3水曜日 場所は市役所本庁舎市民相談室。予約制です。

借金など家計の悩みについての相談を受けます。10:00 ～ 16:00

消費生活相談 むつ市消費生活センター22-1353

土・日・祝日を除く毎日

 9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:30

場所は市役所本庁舎商工観光課内。契約や

悪質商法、多重債務などの相談を受けます。

お
詫
び
と
訂
正

１
月
20
日（
第
８
０
４
）号
17
ペ
ー

ジ
の
日
本
赤
十
字
社
社
資
の
む

つ
市
の
合
計
金
額

【
誤
】 

８
２
６
万
７
千
５
１
７
円

【
正
】 

８
２
４
万
６
１
７
円

２０１４年２月１０日号２０１４年２月１０日号
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総人口 62,365人（ー 37 人） 総世帯数 29,330 世帯（ー4世帯）

むつ地区 48,372人（ー  5人） 川内地区 4,481人（－ 16人）

大畑地区 7,690人（－ 13人） 脇野沢地区 1,822人（－  3 人）
（　 ）内は前月比

むつ市の人口・世帯数 （ 2月1日現在） ※住民基本台帳による

1 月７日（火）・8日（水）・11 日（土）　かきぞめ大会開催

　市内の小・中学生を対象に毎年開催されている「かきぞめ大会」が行われました。

　第三田名部小学校、川内公民館、大畑公民館および脇野沢地域交流センターの各会場には、あわせて207 名の児童・

生徒が参加し、学年毎に今年の課題に挑みました。こどもたちは、日頃の練習の成果を発揮すべく、お父さんやお母さ

ん、友達などが見守る中、

真剣な表情で筆を運んで

いました。

　今大会の上位入賞者に

ついては、次号の市政だ

よりで紹介する予定です。

　平成 26 年むつ市成人

式が下北文化会館で開催

されました。

　市内では668名が新成

人を迎え、この日は 430

名が出席し、成人代表の

弓田浩大さんと佐藤亜美

さんから「成人としての決

意を忘れず、責任を持ち、

力強く、やさしく、たく

ましく生きていきます。」

とあいさつがありました。

1 月 12 日（日）　平成 26 年むつ市成人式開催

ある日、どこかで… ２０１４年２月１０日号

1 月 19 日（日）　むつ市消防団川内消防団出初式挙行

　この日、川内消防団出初式が挙行され、宮下市長の観閲の中、川内地区の全分団による堂々とした分列行進が行われ

ました。川内八幡宮境内では、まとい振り演技、梯子乗り演技が奉納されました。特に下北地区唯一の梯子乗り奉納は、

見事な演技を披露し、来

賓や観客から大きな拍手

が送られていました。ま

た、参加した団員は、防

火活動などへの決意を新

たにしていました。

 ●  編集・発行　むつ市総務政策部秘書広聴課   0175-22-1111

　 〒035-8686 青森県むつ市中央一丁目 8番１号
　   info@city.mutsu.lg.jp
    http://www.city.mutsu.lg.jp
　    https://www.facebook.com/mutsu.city（市公式フェイスブック）
  http://www.city.mutsu.lg.jp/mob/（右の QRコードでアクセスできます）
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